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の測量･測定器

精度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡
付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ

あらゆる測量にこの一台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型52％ミラー付

磁石分度：内径70％1．又は30目盛

高度分度：全円1．目盛

水平分度：5分目盛0-bac帰零方式

望遠鏡：12倍反転可能

菫量:13009
塵
し
-25

ベルトラコン

（牛方式双視実体鏡）

コンドルT-22Y 毛

たコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は頂点をｲﾝﾄするだけ〃型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません。微小図形から長大図面

まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡亨型はあらゆる測定デ
ータを記録するミニプリンターを装備し、しかも

外部のコンピュータやプリンターとつなぐための
インターフェイスを内蔵しています。

〉■直線図形は頂点をポイントするだけで迅速測定
■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mmの高性能
■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

<特長〉

､l

鶴
＝

X-PLAN36(ji

■3点ポイントによる円弧処理

■カタカナ表示の操作ガイド

■座標軸が任意に設定できる

■データのナンバリング機能、等

エクスブラン デーアイ

X-PLAN360a/360L

血牛方商会東京都大田区千鳥2－I2－7TELO3(3750)0242代〒146
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新年のごあいさつ

全国の会員の皆様，輝かしい平成3年の新春を心からお喜び申し上げます。

平成2年の1年間を振り返ってみるとき,戦後45年の歴史がわずか1年で逆回転したか

のような錯覚を覚えます。戦前・戦中そして戦後の食糎難時代のあの重苦しかった思いも

ようやく記憶の外に消え去り，平和と繁栄の世の中があたりまえのようないわゆる「平和

ぼけ」に浸りきっていた日本人にとって，太平の眠りを覚まされた1年ではなかったかと

思います。戦後長く続いた米ソ二超大国を基軸とする東西間の冷戦状態は，一挙に解消の

方向に向かい，東欧諸国の民主化，東西ドイツの統合など2～3年前には考えも及ばなか

ったことが現実となりましたが，これに取って代わるようにイラクのクウェート統合に伴

う中東情勢が，戦争勃発のおそれをはらんだ一触即発の危機的状況となっております。

このような世界情勢の中にあって，アジアの東端に位置し，四周を海に囲まれたわが国

は，経済大国としての確固たる地位を確保し，あらゆる面において恵まれた環境にありま

す。私どものように大正時代に生まれた者にとっては，新年を迎えるにあたり，特別の感

概を持って日本人として生まれた喜びをしみじみと感ずるものであります。願わくば，平

成3年中東紛争も治まり，再び世界の平和が取り戻せるよう祈りたい気持でいっぱいであ

ります。

ところで，昨年の当協会の業務運営も林野庁をはじめ多くの関係機関のご支援のもと，

全国の会員各位のご協力を得て，事業も順調に伸展しておりますことに対し，心からお礼

申し上げたいと存じます。

昨年は，大阪で花と緑の万博が開かれ，盛況裏に終了しましたが，これを契機に国民の

花と緑，森林に対する期待と関心は一段と高まってきたといえましょう。経済社会の高度

化，都市への人口集中に伴い，潤いのある生活環境，自然環境としての森林の役割はいっ

そう増大しております。また，国民の余暇利用の増大に伴い，リゾート開発がますます進

んでおりますが，リゾート開発の大半は森林を利・活用し，森林と一体となって進められ

ており，森林なくしてリゾート開発は考えられない状況となっております。さらに，文明

社会力稚んでまいりますと，原生的自然環境を後世に残そうとの機運はいっそう高まり，

主として国有林に保存されているブナ林等の天然生林をまとめて保全しようとの国民的要

請は一段と高くなっております。このような森林に対する諸々の要請に対し，森林・林業

に携わる者としては的確にこたえていかなければなりませんが，当協会としましても，環

境アセスメント等の業務を通じて，技術協会としての蓄積を活用し，その使命を達成すべ

く覚悟を新たにしているところであります。

このように，重要性を増してきた緑資源･環境資源を適切に維持し，21世紀に継承して
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社団法人日本林業技術協会

理事長鈴木郁雄

いくためには，森林の整備水準を高める必要があることは言を待ちません。わが国の森林

は，山村に住む林業に携わる人々の絶え間ない努力によって整備が進められてまいりまし

たが，山村の過疎化，担い手の老齢化はさらに深刻の度を加え，山村・林業の活性化は相

変わらず光明を見いだしがたい状況にあります。林野庁においても，今後積極的に森林整

備に対する投資を拡充されるように聞いておりますが，国有林・民有林一体となって山村

の生活環境の整備，林業労働力の育成確保，間伐・保育の確実な実施林道網の整備，高

性能機械の開発導入等の諸施策の推進が図られ，山村・林業の活性化に明るい展望が見い

だせる年になることを会員の皆様とともに期待したいものであります。

次に，目を世界に転ずるとき，熱帯林の現況が，昨年開催されたヒューストンサミット

における重要議題として取り上げられたように，地球的規模で環境にかかわる大きな問題

となっていることはご承知のとおりであります。わが国は先進国の一員として，また，世

界一の熱帯産丸太の輸入国としての立場からも，熱帯林の適切な維持管理に貢献していく

責務を果たさなければなりません｡わが国は,従来からODA等を通じての資金協力や林業

技術協力を積極的に行ってきておりますが，その一環として，平成2年度から林野庁にお

いて新規事業として「熱帯林管理情報システム整備事業」が開始されたところであります。

この事業は,東南アジア13カ国を対象として,10カ年の計画でリモートセンシング技術に

よるランドサット映像の解析を行い，土地利用区分，森林資源の賦存状況の調査，造林・

治山計画等の資料作成を行い，森林・林業に関する計画作成等の基礎資料として，相手国

に提供しようとするものであります。この事業の実施機関として，当協会内に「熱帯林管

理情報センター」を設置し，当協会がその実施にあたっていくことになりました。当協会

としましても，従来から先進技術としてリモートセンシング技術の開発に努めてまいった

ところでありますが，熱帯林問題が世界的重要課題となり，林業先進国たるわが国の技術

協力への期待が高まっているおり，これにこたえるべく当協会としましても全力を挙げて

取り組んでまいる所存であります。

当協会としましては，本年も会員の皆様とともに，ますます多様化，困難化する国の内

外にわたる森林・林業の問題に取り組み，林業の職能団体としての責務を果たしてまいる

所存でありますので，いっそうのご支援，ご協力をお願い申し上げたいと思います。

平成3年新しい年が，世界的に平和な年でありますよう，広く森林・林業に取り組んで

おられる会員の皆様にとりまして，明るい光明が見いだせる年でありますよう祈念いたし

まして，新年のごあいさつとさせていただきます。
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河村武

CO,排出規制案の背景

1まえがき

環境問題は20世紀における科学技術の急速な

進歩と，これに伴う人間活動の飛躍的な発展拡大

によって発生した。1972年にストックホルムで国

連人間環境会議が開かれ，これを契機に環境問題

が脚光を浴びるようになった。特にわが国では，

都市や工場地帯の大気汚染や水質汚濁などの公害

問題が注目を集め，人間の健康に対する影響が重

視されてきた。そのため近年になって，公害問題

に代わって急に地球規模の環境問題がクローズア

ップされるようになった。しかし世界的に見ると，

このような問題は1972年当時から注目されてい

たものが，観測データの蓄積や研究の進歩によっ

て，ますます顕在化してきたということができる。

地球規模の環境問題として最近注目されている

主なものは，温室効果ガスの増加による気候温暖

化，酸性雨による被害の拡大，フロンガスによる

成層圏オゾンの破壊，草原や森林の砂漠化の進行，

の四つ力目挙げられ，いずれもその要因の1つに地

球大気がかかわっている。本文で取り扱う二酸化

炭素(CO2)は，今日の温室効果ガス問題の主役を

演じる気体である。

2．温室効果とは

現在の地球全体の地上の平均気温は15℃であ

る。地球は厚さ約1,0001nnの大気の層に包まれて

いるが，もしこの大気の層がないと，地表の平均

温度は，現在の月と同じ-18℃になると推定され

ている。すなわち地球大気が存在することによっ

て，地上気温は33℃も高くなっている。

この原因は，温室ガラスが温室内の気温を高め

材鍵技術No.5861991.1

’

るのと同様の役割を地球大気が演じると考えられ

るので，温室効果と呼ばれている。

温室効果の仕組を簡単に述べると次のようにな

る｡地球から1億5000万1m離れたところにある太

陽は，表面温度が約6,000℃で，放射される光は，

可視光線とその周辺の電磁波が大部分で，赤外線

と比べて波長が短い。一方，地球とそれを取り巻

く大気は，太陽に比べてはるかに低温であるため，

波長の長い赤外線を放出している。温室のガラス

は，太陽からの可視光線はよく通すが，赤外線は

通さない性質を持っている。温室の中の空気は太

陽の光線によって暖められるが，外部に向かって

放出する赤外線は温室のガラスを通り抜けられず，

内部を暖めることになる。地球大気中の水蒸気，

二酸化炭素，オゾンなどの気体は，温室ガラスと

同じように太陽からの可視光線はよく通すｶﾖ，赤

外線は吸収して通さない性質を持っているので，

温室効果気体といわれる。

温室効果気体には，このほかにメタン，亜酸化

窒素，フロンガスなど，人間活動によって発生量

が増加する気体が含まれる。

3．温室効果気体の濃度の増加

温室効果気体のうちで，もっとも早くから注目

されたのは二酸化炭素(CO2)である。CO2の大気

中の濃度は,産業革命の始まる前の18世紀前半に

は275ppm,1800年には280ppm,1900年には

295ppm程度であったことが，南極の氷床コアの

中に閉じ込められた空気の分析からわかっている。

大気中のCO2濃度の精密測定がハワイのマウ

ナ.ロア山の観測所と南極点で始まったのは,1958
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著な一年周期の変動である。マウナ・ロアでは5

月に最大濃度,10月に最小濃度になる（南半球に

ある観測所では3～4月に最小,10月に最大濃度

になる)。この年変化の振幅は，マウナ･ロアでは

1958年以降の28年間の平均で7ppmであるが，

南半球のサモアや南極の観測所では1.5ppmしか

ない。年変化の振|幅は年々大きくなる傾向がある

(マウナ．ロアでは1年あたり0.66％の割合であ

る)｡大気中のCO2濃度が年変化する原因は,植物

活動の季節変化である。植物の生育が盛んな夏季

には，同化作用によって植物体内に取り込まれる

CO2の量が，呼吸や枯死した植物体の分解によっ

て大気中に放出されるCO2の量を上回わる。これ

に対し，植物の生育が停滞する冬には,両者の関

係が逆になる。その結果,大気中のCO2濃度は夏

に小さく，冬に大きくなる。このことは，近年急

速に進行している熱帯林の破壊も，大気中のCO2

濃度に関係すると思われるが，今後の課題である。

第三に,CO2濃度の長期的上昇傾向と季節変化

を取り除いた残差の時間変化を見ると，2～6年

の変動が見られる。この変化はエルニーニョ現象

に伴う海面水温の変動と密接な関係があるが，今

後解明すべき問題である。

地球大気に含まれる微量気体で，温室効果を持

つものがCO2以外にもある。最近注目されている

メタン，フロン，亜酸化窒素について，大気中の

濃度，増加量，大気中の残留年，1970～80年の間

の地球大気の昇温量の推定値等を表・1に示した。

これらの気体は,濃度がCO2とはけた違いに小さ

いにもかかわらず,CO2以外の微量気体による地

球大気の温暖化がCO2に匹敵することは注目さ

れる。

4温室効果気体による地球温暖化

CO2などの温室効果気体の濃度の増加による

地球温暖化を考えるには，まず温室効果気体の濃

度の将来予測が重要なかぎになる。大気中のCO2

濃度の増加については，化石燃料の消費や森林破

壊などによって,今後大気に加えられるCO2の量

やその大気中への残留率など，不明の点があるた

め正確な予測は困難であるが,1990年8月に出さ
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図・1マウナ・ロアにおけるCO2濃度の経年変化

年のことで，図｡lは，マウナ･ロアの1958年から

最近までのCO2の濃度の変化を示している。その

結果の重要な点の第一は，年平均濃度が一貫して

上昇していることである。1年間の濃度増加は，

1968年ごろまでは1ppm以下（平均07ppm)で

あったが，近年はしばしば15ppm(1969年以後

の平均1.4ppm)に達している。このような濃度

増加は，世界中の基準観測所で共通して見られる。

地球上のCO2の貯蔵庫としては，石灰岩が圧倒的

に大きいが，大気中の濃度と関係するものとして

は海洋と生物圏（植物圏）があり，海洋は大気の

約60倍，植物圏は1～2倍の貯蔵量がある。

大気圏と海洋や植物圏との間のCO2の収支は

複雑で，変換速度も不明確な点が多い。しかし，

今世紀における大気中の濃度の持続的上昇の主要

な原因が，石炭や石油などの化石燃料の消費量の

増大に伴う大気中へのCO2放出量の増大にある

ことは，多くの研究者の一致した見解である。マ

ウナ．ロア観測所の観測によると，大気中のCO2

濃度の年平均値は，1958年から1986年までの28

年間に32ppm増加した。同じ28年間の世界の化

石燃料消費量は,炭素量で1170億tでbCO2濃度

に換算すると55ppmになる。これが全部大気中に

残留すれば，大気中のCO2濃度が55ppm増加す

るはずである｡実際の濃度増加32ppmは,その58

％に相当する。過去30年間のCO2濃度の年々の

増加量も，同じ年の世界の化石燃料消費量の58

％に相当している。

第二の注目すべき点は,CO2濃度に見られる顕

林業技術No.5861991.1
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表･1人間活動に影響を受けた温室効果気体

’二酸化炭素メタンフロン11フロン12亜醐上窒素

I
大気中の濃度 ppb，pptV pptVppmvppmv

0 0 288産業革命以前

(1750～1800年）

280 08

280 484 310現在(1990年） 353 1.72

9．5

(4％）

17

(4％）

08

(0.25%)

最近の年増加の割合 1．8

(0.5%)

0.015

(09％）

130 150大気中の残留年 (50～200)10 65

0.14℃0032.00020℃0.034℃0016℃1970～80年の10年間

の濃度増加による温

度上昇

体積100万分率

体積10億分率

体積1兆分率

注)ppmv

ppbv

pptV
0.1℃

900

800

700

００６

（
Ｅ
８
）
腿
蕊
劉
８

500

注)A:今後対策を講じな

い場合,B:1990年の放出量

を維持した場合,C:1990年

の放出量の1/2を維持した場
合。IPCC1990年8月報告書

を基に田中正之作成

400

300

'9802000 20202040206020802100

年

大気中CO2濃度の増加傾向の推定

になり，今世紀はじめの約2倍の濃度に達する。

大気中のCO2濃度の増加によって起こる地球

の温暖化を予測する手段としては,20世紀の気温

の観測資料の中にCO2の増加の影響を見いだし

て，定量的な関係を求めるという経験的な方法と，

地球の気候に関係する大気，海洋，陸地氷河な

どの現象に物理法則を表す方程式をあてはめて，

地球の気候を超大型コンピュータを用いてシミュ

レートする方法がある。大気中におけるCO2濃度

図･2

れた気候変動に関する政府間パネル(IPCC)の報

告書では，図･2のような推定を行った。すなわ

ち,化石燃料の消費削減などの対策を行わず,CO2

の放出量を成り行きにまかせると，大気中におけ

るCO2濃度はA線のように増加し,2050年に550

ppm,2100年には825ppmと，今世紀はじめのそ

れぞれ2倍，3倍の濃度になる。CO2の放出量を

1950年の水準で一定に保った場合(B線）でも，

CO2濃度は2050年に450ppm,2100年に550ppm

林業技術No.5861991.1
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ン

図･3IPCCで選んだ調査地域

倍増時の地球上の気温上昇量の推定には，主とし

て後者が使われている。

このような研究は数多く行われている力:，米国

科学アカデミーの予測は特に有名である。その結

果を要約すると次のようになる。CO2濃度が2倍

に増加したときの地球表面の気温上昇量は，地球

全体の平均で3.0±1.5℃で，特に冬季には，高緯

度地方でその2倍ないし3倍の著しい気温上昇が

起こる。この結果は，1985年にオーストリアのフ

ィルラツハで開かれた国連環境計画(UNEP),世

界気象機関(WMO),国際学術連合(ICSU)によ

る｢CO2その他の温室効果気体による気候到上と

その影響に関するアセスメントに関する国際会

議｣でも踏襲された。1990年の気候変化に関する

政府間パネル(IPCC)の報告でも,｢CO2倍増時

の地球表面の気温上昇の気候モデルによる推算値

は，1.9～5.2℃の範囲に入っていて，大部分の研

究が4.0｡Cに近い値になっている。しかし従来の

15～45°Cの気温上昇の範囲の変更を正当化する

だけのよりどころにはならない」と述べている。

CO2などの温室効果気体の増加によって気温

が上昇すると，それに伴って大気にいろいろな変

化が生じ，それがまた気温変化に跳ね返る，フィ

ードバック現象が考えられる。この過程は複雑で，

しだいに精密になってきた気候モデルでもまだ部

分的にしか取り入れられていない。温室効果気体

の増加によって起こるのは，気温上昇だけではな

く，気圧配置や降水量なども変化する。しかも，

その変化は地域的に異なる。この予測は，より精

密な気候モデルによらなければ信頼度は低いとし

ながらも,IPCCの報告書では,2030年に産業革命

前からの気温上昇が地球全体の平均で18.C上昇

したときの地域的気候変化を，図･3の地域につい

て次のように挙げている。

(a)北米中央部(35～50｡N,85～105｡W)

気温上昇：冬2～4｡C,夏2～3℃･降水量：

冬O～15％増，夏5～10％減。土壌水分：夏

15～20％減。

(b)南アジア(5～30｡N,70～105｡E)

気温上昇：1年を通して1～2℃・降水量：冬

変化小，夏5～15％増。土壌水分：5～10％増。

(c)サヘル(10～20｡N,20～40｡E)

気温上昇：1～3°C・降水量：地域平均夏増。

土壌水分：夏減。しかし，地域全体では増加と減

少の双方がある。

(d)南ヨーロッパ(35～50｡N,10｡W～45｡E)

気温上昇：冬2℃，夏2～3℃･降水量：冬増

加の兆向,夏5～15％減｡土壌水分：夏15～25％

林業技術No.5861991.1

I



8

減。

(e)オーストラリア(12～45｡S,110～155｡E)

気温上昇：夏1～2｡C,冬2℃・降水量：夏10

％増。地域内の変動大。

日本付近については，気象庁の気候温暖化検討

部会の検討結果によると,2030年には1.2～3.0℃

の気温上昇が見られ，冬の寒気の吹き出しは弱く，

夏のモンスーンは強まるが，梅雨や台風の変化は

今後の研究課題である。

5．気候温暖化の影響と対策

温室効果気体の増加によって引き起こされる気

候の謝上は，上述のように気温上昇だけでなく降

水量や蒸発量をも変化させる。したがって，その

影響は多岐にわたり，地域的にも差異があり複雑

である。しかし，地球規模の影響の主なものは，

植生および農業地帯の分布の変化，中緯度地帯で

の干ばつの激化，海水位の上昇などが挙げられる。

植生や農業生産に及ぼす影響については，内嶋教

授の解説（後出）に詳しく述べられているので参

照していただきたい。

海面上昇量は当初予想より小さいが,2030年に

は40～60cm,21世紀の末には1m以上に達する。

もし1m上昇すれば，海岸に面した低地の水没な

どのために,GNPに対して米国では2.8%,オラ

ンダ2．3％,バングラデシュではじつに28．5％に

及ぶ被害が出ると予想されている。

亜寒帯の森林は生長量が増加し，凍土地帯がタ

イガに変わる所が多く，アイスランドではその面

積は482％に達し，シラカンバやトウヒが全土を

覆うという推定もある。日本では，夏に熱帯夜が

全国的に多発するなどの影響が現れる。

このように，温室効果気体の濃度増加の影響は

功罪いろいろな面があるが，数十年から100年ぐ

らいの短期間に大きい気候測七が起これば，世界

の社会・経済にも大きな影響を及ぼす。そこで，

1990年10月にジュネーブで開かれた第2回世界

気候会議で温室効果気体,特にCO2の排出量の規

制が検討された。しかし,CO2は化石燃料の燃焼

によって発生し,世界の一次エネルギー源の88％

(1986年)を占めている。その他のエネルギー源と

林業技術No.5861991.1
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しては原子力が約5％，自然エネルギーなどが約

7％である。発生したガスを固定する脱硫・脚肖

のような装置や技術が,CO2については，まだ実

用的なものが開発されていないので,CO2濃度の

上昇を止めるには，化石燃料の消費量を減少する

ことと，森林面積を拡大することが考えられる。

CO2を大気中から除去する技術の開発が急がれ

るが，現状でも，効率のよい燃料使用による化石

燃料の消費節減を進めることが必要である。現在

の同-GNPあたりの化石燃料の消費量を見ると，

最大の中国は最少の日本の10倍である｡先進国か

ら開発途上国への技術移転によるエネルギー消費

の節約も，今後の重要な課題の’つとなる。また，

原子力や水力などの化石燃料以外のエネルギー資

源についても，化石燃料の代替の視点から検討が

必要である。また地味ではあるが，個人個人の石

炭や石油の節約の努力も重要である。

第2回世界気候会議で，化石燃料の使用量を現

状で固定することについて,1992年を主張する西

欧諸国の発議が合意を得られず，米国はついに目

標となる年度を決めることなく，その代わり’0億

本の植林を提唱するにとどまったのは,この問題

の難しさを示している。

（かわむらたけし．筑波大学地球科学系/教授）

気候変動による環寛･推陰影響に関する

国際会議(CIES)のお知らせ

本年1月27日～2月1日，筑波大学大学会館

(茨城県つくば市）において開催されます（英

語)。気候変動の影響は広範囲に及びますが,各分

野の研究者・関係者が一堂に会し，討論・意見交

換が行われる意義深いものです。30，31日には，

｢生物圏･農林水産業への影響」をテーマとした研

究発表会が予定されています。当日参加(20,000

円，予稿集代等含む）も可能です。詳細について

は，筑波大学河村研究室（公0298-53-4400）まで

お問合せください。編集部
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l 安田喜憲

地球の温暖化と日本の気候･森林

1．炭酸ガス濃度の変化と日本の森林

大気中の炭酸ガスの濃度が上昇すると，温室効

果によって，地球が温暖化し，これが日本の森林

にも重大な影響をもたらすのではないかという予

測がささやかれている。だが，本当に炭酸ガス濃

度の上昇は，日本の森林に大きな影響を与えるの

であろうか。本当に過去においても炭酸ガス濃度

の変動は，日本の森林に重大な影響を与えたので

あろうか。もし過去においてもそのような事実が

発見されたなら，来たるべき未来に，炭酸ガス濃

度の上昇は，日本の森林に重大な影響を与えるこ

とは必至であるとみなさなければならない。近年，

筆者はこの点について重大な事実の発見をした'）

ので，まずこのことからこの報告を書き始めたい。

スギの花粉は，花粉症の元凶として近年いちや

く悪名をとどろかせた｡大きさは0．03ミリ前後の

球形で，でべそのように突出した突起を1個持つ。

スギの花粉のみでなく多くの花粉は，厚さ

0001～0.002ミリ前後の膜を持っている。これを

花粉膜という。この花粉膜は化学的に大変安定し

たスポロポレニンという物質でできているため，

花粉の形が崩れることなく長い間保存される。と

りわけ花粉が落下した場所が湖底や湿原のような

オゾンや酸化作用の影響を受けにくい所では，湖

底や湿原の泥の中に，何万年・何千万年でも，元

の形を維持して保存される。私たちはこうした湖

底や湿原にボーリングをして湖底の泥や湿原の泥

炭を連続的に採取し，その泥の中に含まれている

花粉を抽出して顕微鏡で調べる。湖底や湿原では

深い所の泥ほど古い時代に堆積し，しだいに浅く

なるにつれて泥の年代は新しくなる。深い所から

浅い所へと順番に花粉を抽出し，どんな種類の花

粉がどれくらい含まれているかを調べることで，

過去から現在への森林の変遷や気候の変化を明ら

かにすることができるのである。こうした方法を

花粉分析という。

図.1(A)は三方湖の湖底から採取した泥の中に

含まれるスギの花粉の変遷を，約4万年前から

2.8万年前の間について示したものである。スギ

の花粉の出現率は約4万年前から33万年前の間

錘
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B.グリーンラント

一
一
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一

一
一
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＆
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PPM

4万年前（3.3万年前）28万年前

図･1三方湖の湖底堆積物の中のスギの花粉の出現率の変

化(A)とグリーンランドの氷床のコア中の炭酸ガス濃

度の変化(B)(安田1990)'》
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激しい変動を繰り返している｡時には60%以上の

出現率を示したかと思うと，10％以下にまで落ち

込む。こうした激しいスギの花粉の出現率の変化

は，約4万年前から3．3万年前の間，スギの森が

激しい拡大・縮小を繰り返したことを示している。

そして約3．3万年前，スギの花粉の激しい変動は

終了し，スギの花粉の出現率は5％以下にまで著

しく低下し，その状態が長く続く。このように三

方湖の泥の中に含まれる花粉化石の分析の結果，

約4万年前から3．3万年前までは，スギの森が激

しい拡大と縮小を繰り返した時代であり，その激

しい変動の時代は約3．3万年前に終了し，それ以

降はスギの森は著しく縮小したことが明らかとな

った。

一方,図･1⑧にはグリーンランドの氷の中に含

まれている気泡の中の炭酸ガス濃度の変動を，ス

イスのベルン大学のスタウファー博士らが分析し

たものである。毎年毎年降り積もる雪は巨大な氷

の層（氷床）となって，グリーンランドを厚く覆

っている。この氷床にボーリングをして氷のコア

を採取する。やはりここでも深い所の氷ほど古い

時代にできたものである。雪が積もり氷となる過

程で取り込まれた気泡の中の炭酸ガス濃度を，深

い所から浅い所へと調べることによって，過去か

ら現在への大気中の炭酸ガス濃度の変化がわかる

のである。

さて，このスタウファー博士らが行ったグリー

ンランドの氷床コア中の炭酸ガス濃度の変化と，

私が分析した三方湖の泥の中のスギ花粉化石の出

現率の変化を対比してみよう。驚くべきことに，

その変動傾向は実によく似ている。グリーンラン

ドの氷の中に閉じ込められた気泡の炭酸ガス濃度

も,約4万年前から33万年前の間に,時には250

ppm以上に達し，すぐに200ppm以下に低下する

という激しい変動を繰り返している。しかし，そ

の激しい変動も約3．3万年前に終了し，それ以降

は190ppm以下にまで著しく低下した値を継続的

に示すのである。

グリーンランドの氷床中の炭酸ガス濃度の変動

は，汎世界的な気候変動の傾向を示していると見

林業技術No.5861991.1

てよいであろう。約4万年前から3．3万年前の間

は,地球上の大気中の炭酸ガス濃度が60ppm以上

の落差でもって激しく変動した時代であり，約

3.3万年前以降は炭酸ガス濃度は著しく低下した。

一方，三方湖の泥の中のスギの花粉の出現率も約

4万年前から3．3万年前の間は,40%以上の落差

でもって激しく変動した。しかしその変動はやは

り約33万年前に終了し，それ以降は出現率が著

しく低下した。

三方湖のスギの花粉の出現率の変化は，日本列

島のしかも三方湖周辺というきわめて局地的な森

の変化を示しているにすぎない。しかし，その局

地的な森の変化は，汎世界的な炭酸ガス濃度の変

化と，きわめて密接なかかわりを持っていたので

ある。

このことは，現在汎世界的に引き起こされてい

る大気中の炭酸ガス濃度の増加は，必ず近い未来

に日本の森林にも重大な影響を与えることを立証

している。それではその近未来に引き起こされる

変化とは，一体どんな変化なのか。この点につい

て見てみよう。

2．花粉分析結果によるシミュレーションの検証

大気中の炭酸ガス濃度が2倍になると，地球の

平均気温は1.8～3.5･C上昇する可能性が指摘さ

れている2)｡そしてその気温の上昇は,土壌水分量

に重大な影響を与えると予測されている。土壌水

分量は農業生産に不可分のかかわりを持っており，

その変化予測は，未来の世界の食糎事情を考える

うえで，きわめて重要な意味を持っている。とこ

ろが，この土壌水分量の変化予測結果には，まっ

たく相反する結果が報告されている。図･2には，

大気中の炭酸ガス濃度が2倍になったときの6

～8月の地球上の平均土壌水分量の予測結果を示

した。図･2(上)の予測結果では，地中海沿岸，ギ

リシア，トルコで土壌水分量は低下し，乾燥化す

る。一方，サハラ砂漠やアラビア砂漠は逆に現在

よりも湿った状態となる。

ところが，図･2(下)の予測結果は，これとはま

ったく反対の結果を示している。地中海沿岸やギ

リシア，トルコは湿潤化し，むしろサハラ砂漠や
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0図｡2炭酸ガス濃度が2倍になったときの

地球上の6～8月の土壌水分量の変

化の予測（田中1989)2）
40S

影のついた部分が現在よりも乾燥

化し，白い部分は現在よりも湿潤化

する。予測結果は，上図と下図でま
90S ったく正反対の結果を示している。

0
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アラビア砂漠が乾燥化する。このように，まった

く正反対の結果が提示されている。

炭酸ガス濃度の増加が，どのような土壌水分量

の変動をもたらすかを予測することは，いかに困

難であるかがよく示されている。だが，炭酸ガス

濃度の増加が人類に与える影響の中で，人類がも

っとも大きな打撃を被るのは，極地の氷床の融解

に伴う海面の上昇もさることながら，なによりも

農業生産力に重大な影響をもたらすこの乾・湿の

変動によってである。

花粉分析による過去の気候変動の研究は，この

地球温暖化に伴う乾・湿の変動予測についても，

重要な示唆を提供している3)｡6500～5000年前は，

ヒプシサーマル（気候最適期）と呼ばれる高温な

時代だった。地球上の平均気温は現在より2～

3℃上昇したと考えられている。図･3は，この

6500～5000年前のギリシア，トルコ，中近東地方

の乾・湿の分布を復元したものである｡6500～5000

年前の高温期に，ギリシアやトルコなど大略北

二北績35．一浩一
一
。

〆

手芸L岩6500～5000年
■ 湖水位上昇･夏雨増加で湿潤二

湖水位中間

湖水位低下･冬雨減少で乾燥一
ノ

図･36500～5000年前の地中海沿岸からアラビ

ア海沿岸にかけての乾・湿の分布図（安田
1990)5)

林業技術No.5861991.]
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緯35度以北の地中海沿岸や内陸アジアは，現在よ

り乾燥した気候にみまわれた。これに対しサハラ

砂漠やアラビア砂漠などの地方は，逆に現在より

湿潤な気候だったことが示されている。花粉分析

の結果や湖水位の変動から明らかにした6500～

5000年前の地中海沿岸からアラビア海沿岸にか

けての高温期の乾・湿の変動分布は，地球が温暖

化すると地中海沿岸やアナトリア高原は乾燥化し，

サハラ砂漠やアラビア砂漠は湿潤化する事実を明

らかにした。この事実に基づけば，炭酸ガス濃度

が2倍になったときの土壌水分量の予測結果のい

ずれが正しい予測であるかは，私が言うまでもな

くおわかりいただけると思う。過去の事実に照ら

し合わせると，温暖化によって引き起こされるで

あろう土壌水分量の予測結果は図・2(上)が,より

正確であるということができる。

3．日本の気候と森林はどうなるのか

それでは，私たちの生活するこの日本列島は,

温暖化によっていかなる影響を被るのであろうか。

最後にこの問題について触れてみたい。

図.4は,6500～5000年前のヒプシサーマルの高

温期の日本列島の古気候分布を花粉分析の結果か

ら復元したものである。年平均気温は，東日本で

林業技術No.5861991.1

･46500～5000年

前の日本列島の

古気候分布図
（安田1990)!》

は現在より2℃前後,西日本では1～1.5｡C前後高

い。とりわけ東日本の太平洋側と北海道は乾燥す

る。また富山湾以北の日本海側の地方も，西日本

に比べて相対的に乾燥化している。これは冬季の

積雪量が減少したためとみなされる。一方，西日

本でも瀬戸内海沿岸は乾燥化するが，それ以外の

西日本は湿潤気候が支配的であり，台風などによ

る豪雨の多発が見られた。これとまったく同じ状

態が炭酸ガス濃度の増加に伴う温暖化の結果，近

未来に引き起こされるとは断定できない。しかし，

北海道や東日本が相対的に西日本に比して乾燥化

し，西日本が台風や豪雨にたびたびみまわれ，日

本海側が豪雪の被害を被る機会が少なくなる可能

性は高い。

図･5は,年平均気温が2℃上昇したときの日本

列島の森林帯気候の分布を示したものである。東

日本ではブナ林が著しい分布域の縮小を余儀なく

される。北海道では温度的にはブナ林の分布域は

拡大するが，すでに述べた気候の乾燥化が分布域

の拡大を妨げる。日本海側の積雪量の減少と夏季

の高温・乾燥化は，ブナ林の生育に大きなダメー

ジを与えるだろう。これに対し，ナラ類やクリそ

れにモミ・ツガなどを含む暖温帯落葉広葉樹林が
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図･5年平均気温が2℃上昇したときの日本列島の森林帯気候の分布（安田1990)')

東日本に拡大する。土壌水分条件の乾燥化によりう。海進の被害を食い止めようとする人間の護岸

強いナラ類がブナにかわって拡大する。工事の活発化によって，海岸やデルタの植物群落

西日本ではカシ類・シイ類を中心とする照葉樹は，壊滅的な被害を被るだろう。

林が拡大する。また豪雨にみまわれる太平洋側や，しかし，同時に内湾を中心とする海の文化が見

山陰地方にはスギ林が拡大する。スギは高温と多直され,地方文化が発展するであろう．$)。とりわけ

湿それに豪雨によって引き起こされる不安定斜面豪雪の被害から卿倣される日本海側は，来たるべ

の出現によって，生育地を拡大する。しかし，西き高温期の21世紀の日本を担う重要な地域とな

日本の太平洋側のブナ林は，分布域の著しい縮小ろう。21世紀の高温期は，環日本海文化圏の時代

を余儀なくされるであろう。が訪れるだろうと，私は予測している。

このように高温期の到来によって，もっとも大（やすだよしのり・国際日本文化研究センター）

きなダメージを被ると予測されるのはブナ林であ

る。それに拍車をかけているのが，伐採である。引用文献

21世紀の来たるべき温暖化の時代に向けて，ブナ1)安田喜憲：気候と文明の盛衰，朝倉書店,1990

林の保護はますます重要な課題となるだろう。こ 2）田中正之：温暖化する地球，読売新聞社，1989

3）安田喜篭：森林の荒廃と文明の盛衰，思索社，
れに対し，スギやナラ類それにカシ類・シイ類は

1988

逆に繁茂することができるだろう。近年の異常な4）埴原和郎編：日本人新起源論安田喜憲執筆の章

スギの花粉症の多発は，高温期の到来に伴うスギ 参照，角川選書,1990

5）安田喜憲：人類破滅の選択，学習研究社，1990
の繁栄期の前兆なのかもしれない。

そして海面の上昇は内湾の拡大をもたらし，こ

れまでの水辺のヨシ群落などを後退させるである

林業技術No.5861991.1
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森川靖

森林と環境変動

’
環境問題は政治，経済を動かすほどまでに重要

視され，多くの雑誌で盛んに地球の環境問題が特

集で取り上げられている。月刊『エコノミスト』

9月号の特集も「地球が亡びる」である。ただし，

1970年（昭和45年）9月号である。このことは，

環境に与える人類の生産活動と人口増加の影響問

題が決していま始まったわけではないことをよく

示している。しかも，この雑誌の内容はきわめて

今日的である。地球の汚染問題を記述している

(故）三宅泰雄先生の見出し，“増え続ける炭酸ガ

ス，大気の汚濁も増す，農場からの汚染，海は廃

棄物の墓場か，動く汚染源・自動車，降りそそぐ

酸性の雨"など20年前の論説とは思われない。た

だこの特集号では，先進諸国における森林の衰退，

発展途上国における熱帯林の減少は取り上げられ

ていない。そこで，ここでは，近年特に注目され

ている熱帯林と二酸化炭素の問題，ヨーロッパの

森林の衰退と日本のスギ林の衰退を中心に述べよ

うと思う。

二酸化炭素問題

産業革命前の大気中の二酸化炭素濃度は0.027

％前後であったが，近年は0.035%を超え，年に

0.001％以上の割合で増え続けている。二酸化炭

素は温室効果ガス（太陽によって暖められた地球

からの放熱を妨げるガス類，最近ではメタンや亜

酸化窒素なども注目されている）の一つとして知

られており，濃度上昇が地球の温暖化を招くとし

て，現在では二酸化炭素の排出規制問題にまで発

展している。

それでは，大気中の二酸化炭素濃度の上昇と地

林業技術No.5861991.]

球の温暖化がいわれている中で，私たちは森林を

どのように評価する必要があるのだろうか。

森林の成長は，森林を構成する個々の葉の光合

成による有機物生産によっている。光合成は，太

陽エネルギーを利用して，二酸化炭素と水から炭

水化物を作り，酸素を放出する。光合成の化学反

応式から計算すると,1kgの植物体を作るために，

およそ1.6kgの二酸化炭素を吸収し，およそ1.2

l<gの酸素を放出する。それでは，森林の成長によ

ってどの程度のガス交換が行われているのだろう

か。

森林の成長は，土地の栄養条件，気象条件，土

壌条件などによって異なるので，およそのことし

かわからない。日本の森林の場合,1haで1年間

に15～30tの二酸化炭素を吸収して,11～23t

の酸素を放出している計算になる。この値は，1

haの森林でおよそ40～80人分の呼吸に必要とす

る酸素量である。この酸素放出量から森林の公益

的機能がしばしば過大に評価されている。しかし，

酸素は人の呼吸ばかりでなく，工業活動によって

大量に消費される。したがって，もし，東京23区

の酸素消費量を森林で賄うとすると,東京23区の

面積のおよそ20倍以上の森林を必要とするとい

う｡酸素は大気中におよそ21％も含まれているの

で，森林がなければ酸素が不足するというような

事態は起こりそうもない。問題は空気中におよそ

0035％しかない二酸化炭素にある。

森林の炭素収支をもう少し詳しく見てみよう。

光合成生産によって作られた有機物が葉，枝，幹，

根に分配されて成長を続け，その過程で落葉，落
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森林の幹の量はおよそ19億nf,これだけの幹を生

産するのに必要な二酸化炭素量はおよそ14億t,

膨大な量を貯留していることになる。さらに，土

壌も大きな倉庫である。地上部の幹に含まれる炭

素量の2倍とも3倍ともいわれるが，まだ十分に

推定されていない。

図･1(A)は,十分に発達した森林を焼き払った後

の森林の炭素保有量の変化を模式的に示したもの

である。焼き払い後，再び森林として回復してい

けば，すでに述べたように，大気中の二酸化炭素

を吸収して現存量を増加させ，元の状態へ戻って

いく。この元の状態に戻る時間は，土地条件や気

候条件によって著しく違う。

熱帯では，一般的に土壌有機物の現存量が少な

く，落葉，落枝の分解が早いので，森林破壊後の

土壌有機物の減少が著しい。したがって，回復に

は温帯の森林よりもつと時間がかかるという。特

に，乾期と雨期のある地域の森林では，森林破壊

後，強雨によって土壌が押し流されてしまい，植

生の回復もないまま荒廃地となってしまう。

図･1(B)からも明らかなように,農地として作物

を栽培する場合，毎年収穫が行われるので，その

土地に残される有機物はたいへん少ない。品種改

良と高度な栽培技術によって，成長速度が早く収

穫量の多い作物の生産は，食糧問題の解決にきわ

めて重要である。しかし，大気中の二酸化炭素濃

度とのかかわりでは，農地の役割はほとんどない

といえよう。1年間の成長期間を考えれば，作物

は盛んな光合成生産を通じて大気中の二酸化炭素

を固定していることになる。しかし，秋に収穫さ

れ，家畜あるいは人の食糧となることは，固定さ

れた二酸化炭素力蒋ぴ呼吸によって大気に戻され

ていくことを意味する。

林業は，森林が成長過程にある途中で木材を取

り出すが，再び旺盛な光合成生産によって大気中

の二酸化炭素を固定し，蓄積を増やしていく（図．

1に))。林業と大気中の二酸化炭素問題にとって重

要なことは，木材が建築材として利用されること

にある。すなわち，林業生産の場以外に木材を取

り出し，家屋などに炭素として貯留していくこと

(A)火入れ森林の復活

蕊眼宝織
多時間

'00年（？）

森
林
生
態
系
の
炭
素
保
有
量

艇耕地へ(B)

大
気
へｌ

■

争

=<冒し毎､

ぐ→

1年
大
気
へ０

■

池｡
′：

図･1森林へ人為インパクトを与えたあとの炭素

保有量変化

枝が土壌有機物として蓄積される。したがって，

このような森林は大気中の二酸化炭素を有機物の

形で貯留し，最大の貯留量になるまで増え続ける。

十分に発達した極相の森林では，現存量（一定面

積当たりの有機物量）がほぼ一定となり，巨大化

した幹や枝の呼吸による有機物の消費，枯れてい

く木の分解も大きくなるので，光合成生産による

二酸化炭素の固定量と呼吸や分解による二酸化炭

素の放出量が，同じ程度になってしまう。すなわ

ち，十分に発達した森林は二酸化炭素の吸収側で

も放出側でもないことになる。ただし，一定の有

機物量を現存量として保有しているので，伐採し

て燃やしてしまわないかぎり，大気中の二酸化炭

素を有機物のかたちで貯留していることになる

(図・1)。これは，倉庫に荷物がいつぱいに詰まっ

た状態で，中の荷物を取り出さないかぎり，もう

荷物を詰め込むことができないことと同じである。

この倉庫の大部分が樹木の幹にあたるが，日本の

林業技術No.5861991.1
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表･1森林破壊などによる大気への炭素放出量
ラテンアメリカ

〃、

タ、一
J。■一一

9

一
一
一

／熱帯ｱﾌﾘｶ
ﾉ･･････

口
2～4

16
40～80

11～19

18

Bolin,1977

Won9,1978

Woodwellほか，
Woodwellほか，
依田，1982

７

５

３
７

年
間
の
炭
素
放
出
量
癖

j
ノ

ノ

ノ
ノ
ノ

北アメリカノ〃
一 〃

1978

1983

く，不安定な栄養条件下にある熱帯林は，一度壊

されると，土壌有機物がすぐに分解されてしまっ

て，土地生産力の低下が早く，再び森林に戻すこ

とが難しい。

世界的に見れば，先進諸国の森林の農耕地化は

すでに進んでしまって，現状以上の農耕地の増加

は見込まれていない。すなわち，これらの国では，

森林の伐採と更新のバランスがとれており，森林

面積の減少は少なく，また成長過程にある森林が

多いことから，蓄積もわずかながら増加傾向にあ

るという。したがって，ヨーロッパや北アメリカ

の森林は，大気中の二酸化炭素の吸収圏になりつ

つある(図.2)｡わが国の森林では,およそ毎年0.3

億tに相当する炭素が固定されているという。

一方，南アメリカや熱帯アフリカは森林の伐採

と転用が著しく，両大陸から，炭素量にして年間

15億tが大気に放出されている(図・2)。こうした

推定値は研究者によって異なっており，2億tC

から80億tCと著しく違う（表・1)。推定値の精

度が年々上がっていくとすれば,年間およそ’8億

tCに相当する二酸化炭素が大気中に放出されて

いることになる。この量は，世界の化石燃料の消

費量とほぼ等しいことになり，熱帯地域の森林保

全問題の解決が急務となっている。

熱帯地域の二酸化炭素の放出原因は，熱帯地域

の急激な人口増加のため，燃料および食糧生産の

場への需要が高まり，森林力戦採され，転用され

ていくことにある。燃料として伐採される木材量

は，全伐採量の80%にも達するという。また，乾

期と雨期の明瞭な地域では，過度の焼き畑の繰り

返しと雨期の強雨による土壌流亡から，土地生産

力の低下が著しく，草地化してしまって森林に戻

らない地域が急速に増えている。こうした森林面

ｊ
０

一乏垂ﾆユ1

0

－1

一分・・■。。。▼・‐‐ ヨーロッパ

1860190019401980

図･2地域別炭素放出量の年変化

(Houghtonほか,1983)

に意味がある。しかし，紙パルプとしての利用は，

短期的には二鯛上炭素の放出源とはならないが，

やがて燃焼されて大気中に戻されるので，事情が

変わってくる。紙としての耐用年数を長くするこ

とが重要で，効率的な再生紙生産技術の開発は，

森林の伐採量を減らすばかりでなく，できるだけ

長く紙の中に炭素（二酸化炭素）をとどめておく

こととして重要であろう。

すでに述べたように，森林の取り扱いは木材の

需給問題ばかりでなく，大気中の二酸化炭素濃度

の調節にかかわる地球レベルの問題として論議さ

れるようになった。特に，熱帯地域の森林の減少

と砂漠化は，その地域住民の生存問題ともなって

いる。ここで，世界の陸上生態系の炭素動態につ

いて見てみよう。

世界の陸上生態系の炭素保有量を評価すること

はたいへん難しく，おおまかな値しかわかってい

ないが，植生に5000億tC,土壌に1380億tC

という。このうち，熱帯地域力噸生で46％，土壌

で11％を占めている｡熱帯地域で土壌の炭素保有

量が少ないのは，熱帯の気候特性にある。熱帯で

は，年間を通じて気温が高いので，土壌に供給さ

れる落葉，落枝はすぐに分解されて，土壌にあま

り残らない。動物，植物相力噌かな熱帯林は，壊

されてもすぐに再生していく生命力にあふれた自

然と思いがちである。しかし，土壌有機物が少な

林業技術No.5861991.1
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積の減少は，毎年ほぼ113,000k'f(毎分21ha)と

いう驚異的な数値である。

熱帯林の保全をどのように行っていくかが大き

な問題であろう。

森林の衰退問題

1980年ごろからヨーロッパの山岳地帯で原因

不明の衰退が起こりはじめ，衰退原因が酸性雨と

いわれた。これは北欧諸国の湖沼の酸性化が顕在

化したためである。しかし，その後の調査研究で，

衰退原因が酸性雨単独ではないことも明らかにな

りはじめた。衰退が山岳地帯の尾根筋のような酸

性雨の影響を受けやすい貧栄養土壌の地域ばかり

でないことから，酸性雨以外の要因も調査された。

例えば，平地のオゾン濃度は日変化があるが，ア

ルプスの高海抜地域では高濃度で一定になって停

滞することなどもわかりはじめた。また，いろい

ろな林分の年輪成長調査から，衰退よりむしろ成

長のよい林分もあることがわかり，酸性雨による

施肥効果などのプラス面もいわれるようになった。

そのため，衰退要因については決め手がつかめて

いない。

衰退ｶﾖ複合的な要因であるという立場から，人

工的な酸性雨とオゾンを長期暴露する実験が数多

く行われているが，期待に反して被害が再現でき

ない悩みを抱えている。

一方，日本の森林について，衰退の程度や進行

状態など十分に調べられていない。現在，衰退が

問題となっているのは，関東，北陸，関西の平野

部のスギ林で，特に関東平野の社寺林，屋敷林の

衰退が著しいといわれている。ヨーロッパの場合，

森林の主要な構成種であるモミやトウヒなどの衰

退が山岳部で起きているのに対し，関東のスギの

場合，平野部に限られている特徴がある。また，

ヨーロッパの森林の衰退は，土壌層が薄く，貧栄

養土壌で著しいが，このような条件は関東平野の

スギ林の場合と一致しない。

スギの衰退は樹高成長の止まった老齢木で起き

ていて，衰退地に補植された若いスギは成長が良

好であることも特徴的である。枯損は，まず木の

先端直下の葉の減少が目立ち，先端も丸くなって

□:被害無し屋:梢端に被害あり■:樹冠の大半に被害あり

台面野井鹿嶋神社箭弓神社鷲宮神社茂林寺
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図・3各調査地における衰週犬況の経年変化

くる。やがて，枯損が樹冠の下のほうに広がって

先端も死んでいくのが特徴である。

このような衰退は，航空写真の経時変化解析か

ら，1970年代からはじまっていることが明らかと

なっている（図.3)。この解析から，同じ地域内で

は，林の状況によって衰退の程度が異なり，比較

的孤立状態にあってまばらな林のほうが樹林に囲

まれた林より被害の進行が著しいこともわかった。

同じ地域内に降る雨の性質はそれほど違いそうに

ないから，酸性雨以外の衰退要因を考える必要が

ある。汚染物質を含んだ大気が樹林を通過すると

き，樹林がフィルターの役割を果たし，内部の林

を保護することが考えられる。

衰退の広がりについて，森林総合研究所と環境

庁が1986年に緊急実態調査を実施した。その結

果，衰退が標高の低い平野部で起きていて，衰退

の著しい地域が北西から西の方向に大きく広がっ

ており，北東方向にはあまり広がっていないこと，

林業技術No.5861991.1
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重度地帯

中度地帯

軽度地帯

山家氏(I974年)の
調査時の重度地帯

図･4スギ林衰退の地帯区分図

衰退地域が関東平野全域に拡大しているが，衰退

の少ない地域はおよそ10年前とあまり変わらな

いことなど（図・4）が明らかとなった。

関東平野のスギの衰退を招く要因は複雑である。

成長とかかわりの深い気象変化として，1950年代

以降年間降水量が減少しており，特に平野内部の

雨量が少ないことや，都市化に伴う気温の上昇と

湿度の減少が特徴的である。このような気象変化

は，樹高の高い老齢木に生理的なストレスを与え

ている可能性がある。また，衰退分布と二醐上硫

黄，二酸化窒素，オキシダントなどの大気汚染の

濃度分布が比較的よく一致することから，大気汚

染による慢性的な被害もありうる。森林総合研究

所の調査によると，衰退地域の土壌の酸性化はあ

まり進んでいないこと，樹冠部への酸性雨の直接

影響はないことなどから，酸性雨の影響は考えに

くいのではないだろうか。

これまで述べてきたスギの衰退は，屋敷林や社

寺林のスギであることに注意する必要がある。す

なわち，これらの林は面積的に小さく，森林とは

いえない点である。都市化していく地域で孤立化

する林の問題と，日本の山岳地域の森林と同じよ

うに比較することは難しい。日本のスギ林やヒノ

キ林，あるいは広葉樹林にまだ衰退は起きていな

いであろうが，衰退が起きてからの調査では遅す

ぎるので，現状を正確に押さえていくことが必要

であろう。

また，衰退は気象変化や大気汚染ガス，酸性雨

などの複合的要因によるとする結論では，衰退を

止めることも大気汚染ガスの発生抑制に寄与する

環境アセスメントの提言もできない。衰退過程を

明確にし，各種要因の衰退にかかわる寄与度を明

確にする必要がある。酸性雨の影響は少ないであ

ろうが，少ないことの証明もまた必要である。

(もりかわやすし。森林総合研究所

植物生態科/環境生理研究室長）
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小林繁男

地球温暖化と熱帯林
なぜ熱帯林が問題となるか

1．熱帯林の現状

森林の減少は地球上で顕著で，特に熱帯林は再生と

いう目途もつかないままに急速に消失している。現在，

地球の約45億haが森林で覆われており，そのうちの

43％が熱帯地域にあり，熱帯雨林，熱帯季節林，熱帯

サバンナなど水分環境（乾期，雨期）の変化に伴って

区分される。また，立木の粗密で熱帯閉鎖林と熱帯疎

林にも区分される。そのうち，熱帯雨林は約11億ha

表・11980～85年と1989年の熱帯林消失の推定速度7）
（単位：百万ha/年）

を占めていて，面積の規模やバイオマス量からも熱帯

雨林の重要性はうかがい知れる。ところが，年間の熱

帯林の減少は1130万haと推計されている(表・1)。な

かでも熱帯雨林（湿潤閉鎖林）の年間消失速度の高い

国はラテンアメリカやアジアで，ブラジル（500万

ha),インドネシア(120万ha),ミャンマー(80万ha)

が挙げられる。特にブラジルでの消失速度は，他の国

に比較して非常に高い。これら熱帯林の消失の主な原

因は森林伐採後の土地利用転換で，約730万haは耕

地化，草原化，プランテーション化され，乾燥熱帯地

域では，農業と薪炭材の採取として約380万haが減

少・劣化している。さらに，森林として把握されてい

る中にも熱帯雨林では毎年約440万haが択伐され，

二次林化し，劣化している。アフリカでは薪炭材の採

取から農業に転換され，アジアでは移動焼畑耕作，ラ

テンアメリカでは過放牧が減少の要因となっている。

熱帯林の減少の主な要因は，移動耕作などの農業であ

ることが明らかである。また，熱帯林の土地利用転換

'）によってラテンアメリカ38％,アプリ
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表･2地球上の植物現存量および生産暴（堤を改変)8）

力57％にも上る割合で荒廃地が広が

っていることも大きな問題である。

このような背景のもとで，熱帯林の

減少・劣化は多様な森林の機能を減少

させ，土壌の劣化，土壌侵食，大規模

な洪水，生物種の消滅，林産物の供給

量の低下，気候変動一温暖化など多面

な影響を地域環境ばかりでなく地球環

境に与えている。

ところで，地球上の植物の現存量は

全陸地で1,837×109tが存在すると

され,1,650×109tが森林として存在

している(表・2)。しかも，森林の年間

生産量は73.9×109tで全陸地では

現存霊 生産量
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117.5×109tであり，特に熱帯林は1,042×109tの現

存量と45.0×109tの年間生産量を示し，地球上の森

林の年間生産量の約61％を占めている。樹木の約50

％が炭素から成っており，約825×109tの炭素が樹木

として固定され，約37×109tが年間森林に固定され

ている。なかでも熱帯林の炭素固定力が非常に大きい

ことがわかる。

大気中への年間炭素総排出量は化石燃料により55

億t,森林破壊から16億tの合計71億tと推計され

ている。これをすべて固定させるためには，森林は

177.5億t/年の純生産量がなければならない。したが

って，森林の純生産量が1tあれば大気中の炭素は

0.4t固定されるので，ヘクタール当たりの純生産錘

が約14tで,炭素固定能力が5.5tある森林を再生さ

せるとして,その面積は12.9億ha/年という膨大な面

積の造林が必要とされる。熱帯地域では1130万haの

森林減少に対して，年間110万haと年間消失の10%

が植林されているにすぎない。

2熱帯林の減少・劣化が大気組成に及ぼす影響

太陽からの日射エネルギーが大気と地表面に吸収さ

れて熱に変わり，地表面から放射された赤外線の一部

は大気中の温室効果ガスに吸収されて，地表を適度の

温度に保っている。これに対して，人間活動によって

大気中の温室効果ガスの濃度が高まり，地表の温度が

上昇する現象を地球の温暖化をもたらす温室効果とい

う。この温室効果ガスとは炭酸ガス，メタン，亜酸化

窒素，オゾン，フロンガス類が代表的な物質である。

地球生態系の中で炭素の循環は単位1012t/炭素と

して石油・石炭・天然ガスが10,000の蓄較から毎年

5.6使われて大気に放出される。大気中には750あり，

海洋とは毎年100の収支バランスがある。海洋は600

の蓄積がある。2,000の蓄積のある植物一土壌系では，

大気との収支は約100/年で,植物一土壌系からの放出

量がやや少ない。大気中の炭酸ガス濃度は，冬期の終

わりに最高を示し，夏期の終わりで最低を示す。自然

界の温室効果ガスは，炭酸ガスでは火事(焼き畑も含

む)，メタンでは動物の糞尿と火事,亜酸化窒素は海洋

と火事，一酸化炭素は火事などのかく乱による大気へ

の放出が主な要因である。1940～50年までは，大気中

の炭酸ガス濃度は安定していた。1960～80年までは炭

酸ガスが増加した。しかし，その後はメタン，亜鯛b

窒素，フロン等の温室効果ガスの放出が炭酸ガスの放

出に比較して際だって増加している。1989年に各温室

効果ガスの占める割合は，炭酸ガス50％，メタン20
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％，亜酸化窒素5％，フロンガス類20％となってい

る。そのうち熱帯林の破壊によって，炭酸ガス15％，

メタン15％，亜酸化窒素2～4％が放出されてい

る2)。温室効果は炭酸ガスを1とすると，メタン10

倍,亜酸化窒素100倍，フロンガス類は10,000倍の効

果があり，現在炭酸ガス濃度の上昇とともにメタン，

亜酸化窒素，フロンガス類の大気中での濃度の上昇が

問題となっている。また，オゾンはフロン類により

03+CI→CIO+02となり，オゾン層が破壊される。ま

た03+H20→02+2HOとなり,HOは活性化が強

い。オゾン層の破壊と他の温室効果ガス，特に炭酸ガ

スとメタンは今後加速的に増加する傾向を示し，その

温室効果に果たす影響は大きい2)。

これら温室効果ガスは，森林が伐採されたり，焼か

れたり，土地利用の転換が行われたりすることにより

森林からの放出が加速されるが，一方，森林生態系に

は温室効果ガスの要素，特に炭素や窒素を固定する作

用がある｡温帯林では皆伐すると15年後に森林生態系

における炭素の蓄積量は最小になり,170年後に回復

する。裸地からの樹木の植栽後の生物体による炭素の

蓄積量は，時間経過とともに急速に増加し，最高の蓄

積後，少し減少する。

森林では落葉落枝が土壌表層に堆積し，しだいに分

解することで有機物として土壌中に浸透し，蓄積され

る。これらの有機物もその乾物重量の50％から60%

が炭素から構成されている。土壌表層の堆積有機物量

は，熱帯常緑広葉樹林の3.7t/haから亜寒帯針葉樹

林の54.9t/haと推定され，平均的には19t/haあ

るとされる‘I)。また，森林土壌に含まれる炭素量は

53～284t/haと推計され，黒色土壌を除いて亜寒帯針

葉樹林の土壌で多く，熱帯林ではその集積が少ないと

される8)｡堆積有機物量や土壌炭素量は,気候帯や森林

の違いにより異なるが，森林生態系は植物体としてば

かりでなく，堆積有機物や土壌炭素としても炭素を固

定し，炭素循環を通じて，降雨，樹冠雨，樹幹流，土

壌水に溶存して液体として存在していたり，森林内の

空気や土壌空気として気体一炭酸ガスとしても存在し，

炭素のプールとしても無視できない。

このように，森林生態系は植物体や土壌有機物，土

壌呼吸などによって大気に炭酸ガスを放出してもいる。

大気と森林生態系とのインターフェイスにおける炭酸

ガスの吸収量一放出量の収支により，森林生態系が炭

酸ガスの吸収源，あるいは供給源となる。

植物を利用した炭酸ガス固定は，長期間で収支が0
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表･3炭素排出削減量と割合'） へ転換したりすると，それに伴い土壌の劣化が起こる。

森林の伐採に伴い堆積有機物・土壌有機物の急速な分

解や土壌の圧密が起こったり，土壌の侵食と相まって

養分の流亡が起こり，地力や土壌の保水機能は低下す

る。タイでは水分の蒸散により土壌中の塩分が地表に

集積し，土壌の劣化と砂漠化が起こっている。この砂

漠化は毎年約600万ha進行していると推計されてい

る。また，湿潤熱帯では時間降雨強度が強く，土壌の

侵食，流出と下流域への堆積をもたらす。実際，バン

グラデシュでは年間24億tの土砂流入があり,大洪水

力量起きている。この土壌侵食は放牧地でもっとも強く

起こり，安定した森林は侵食量も少ない（図.1)。

熱帯林生態系には既知の動植物種数の半分が含まれ

ているとされるが,未知の生物種を含む動植物が2000

年までに少なくとも25～80万種が絶滅すると予測さ

れ，熱帯アジアでは動物･植物の消滅は12.9～43.0万

種と予想されている(表・4)。当然，これに伴う遺伝子

資源の減少も生じると考えられる。現在未利用な遺伝

子資源は，将来的には制ガン剤や天然の殺虫剤等，医

総排出塗に対する
割合①

目標 炭素排出削減墨

830②(100万t)

660e

熱帯杯破壊の半藏

第三世界における
1億3000万haの植林

先進工業国での
4000万haの植林

12(％）

9

200@ 3

《
ロ 計 1,690 24

注:酔齢ﾂ拙量はｲ願燃料から55Igb報ｵﾘ蝉から16億
tの合計71億tと推託②擴計範囲の中間臆③1ha当たりの年間
騰羅淀肖縁｡の雫勾値を5.5tと仮定61000万ha相当では成熟
前に燃料として木力燃やされるため,炭素固定能力によるメリッ
トはないものとする,@1ha当たりの年間炭素匡淀能力の雫勾値
を5tと罐

出所:Worldwatchlnstitute,basedollR.A.Houghtonet
al,.$TheFluxofCarbonfromTerrestrialEcosystemsto
theAtmosphel･einl980DuetoChangesinLandUse;
GeographicDistl･ibutionoftheGlobalFlux",九""S,Feb･
ruary/Aprill987;SandraPostelandLoriHeise,R2/b7惚誰
か噌娩e恥?"WorldwatchPaper83(WaShington,D.C.:
Worldwatchlnstitute,Aprill988);SandraBrownetal.,
"BiomasofTropicalTreePlantationsanditslmplica-

tionsfortheGlobalCarbonBudget,''Qz""(加犯ﾉb""2"q/
Fb?EsIR9s"だh,Vol.16,No.2,1986.

？

となるが，櫃吻を利用することは，その資源が再生産10，000
可能であり，大気中に炭酸ガスを負荷しない点にある。

さらに,森林面積を拡大することにより大気中の炭酸鼠0,,
ガスの吸収・固定量を増加することになる。地球の温土

暖化の進行を遅らせるためには,減少率のもっとも高豐
い熱帯林の減少速度を半減し，開発途上地域において？’00

約13億ha,先進地域において約0.4億haの造林を鯨。
する地球的葱戦略によって,年間の炭素放出量を24％隼’,
削減することが可能であると推計されている（表・3)。、~〃

3．熱帯地域の環境問題

森林が持つ機能あるいは交互作用に土壌の生成・成

熟化があり，発達した自然土壌には水や土の保全効果

があるが，森林がかく乱されたり，他の土地利用形態

放牧地

耕地＞森林／？

？

01002003004005006007008009001,0001,1001,200

平均年間地表流出(mm)

図・1土地利用条件別の平均年間地表流出と

流出土砂量との関係s）

表･42000年までの動･植物の消滅

予測6）（単位:1.000種,%)
地域 種の総数種の消滅率消洞量

熱帯林

ラテンアメリカ

アフリカ

南アジア，東南アジア

小計

33

13

43

33

100～333

20～65

129～430

249～828(57％）

300～1,000

150～500

300～1,000

750～2.500

他の生息環境

海岸，河川，非熱帯林，島等
188～625(43％）2,250～7,500 8

一
口

二二0

訂 3.噸へﾉ10,ml151437～1.453

資料：「西暦2000年の地球｣，米国政府特別調査報告(1980)
注？森林減少率最低のケース
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アメリカでは温室効果ガスの放出は主に森林破壊から

であるが，環境問題は外債問題である。さらに環境問

題は社会経済の問題を抜きには考えられない。エネル

ギー消費や工業生産物の増加が見込まれ，その開発に

より効果的な技術が必要とされている。

森林管理は劣化した土地の生産力を上げ，科学的な

技術に基づく管理を行うこと，特にアマゾン地域の農

耕地と牧場の土地生産性を上げる。持続的な木材生産

と保全地域の保全方法を促進する。経済的，持続可能

な利用域を特定し，自己持続可能な経済活動を考慮す

る。

アフリカではエネルギー利用からの温室効果ガスの

放出は少なく，むしろバイオマス利用や土地利用形態

からのガス放出が大きい｡年間炭酸ガス放出量(1012炭

素量）はエネルギーとして016，森林破壊から0．4，

サバンナや草原の火入れから2．5となっている。草原

の火入れはメタン，一酸化炭素，一酸化窒素などの温

室効果ガスも放出している。そのために森林の保全は

林業局の強化，林業，農業，牧畜業などの総合化や生

産性の高い樹木一潅木一草群集とその管理システムを

確立することである。

熱帯アジアと太平洋地域は非常に多様的で概括する

の力難しいが，共通問題がある。①人口圧が森林の悪

化の主な原因である，②移動焼き畑耕作は，他の世界

に比較してもっとも広範に行われている，③産業伐採

については，国家間での競争が急速な伐採を引き起こ

している，④基本的に燃材に依存したエネルギー利用

が多くの国でとられている。森林資源を増加させるた

めには，これら資源の保護が経済的に見合った割合で

あることが必要で，国家開発戦略のフレームワークの

中で資源持続可能な考慮が必要である。森林破壊を減

少させ，ガス放出を抑えるためには，①現行の政策や

規則を実施する，②農業効率を高める，③アグロフォ

レストリーを導入する，④択伐による森林管理，⑤農

業一工業系により地域住民の雇用機会を増やす，⑥地

域住民に職業訓練を行う，⑦道路政策の検討，⑧旅行

産業の促進，⑨国立公園，野生生物保謹などを促す，

⑩森林再生のための目標を確立する。

まとめとして，熱帯林の保全が以下の点において非

常に重要である。

①国家経済と社会開発，②生物種多様性の保全’③

局所と地域気候そして環境資源，④グローバルな気候

安定性（特に地球温暖化一炭酸ガス，メタンなどに対

する熱帯林破壊の重要な影響に関して)。

'00万m,

０
０
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図・2熱帯アジアからの素材と製材合板製品の輸出予測4）

学，農業，工業などの分野に重要な役割を果たすと考

えられる。

また，今後の人口の増加と経済発展に伴う林産物の

需要に対し，植物資源そのものが減少している。そし

て木材，産業用材，薪炭材，その他林産物供給機能の

低下が起こっている(図・2)。世界の木材生産量の半分

は熱帯諸国で生産され，その8割は薪炭材とされてい

る。この薪炭材は炭酸ガスの主な発生源である化石燃

料に替わるものとして気候の安定化に重要であると考

えられており，その不足は深刻な問題である。

4．森林の保全

熱帯林の減少には社会経済的な背景が強いこと，天

然林構成樹種の生理生態的な情報が少ないこと，気候

的に高温で往々降雨量が多いことから，立地環境の劣

化が森林の消失した場所で起こっており，樹木の成長

が期待できない立地環境が広がっていることなど，熱

帯林の再生には問題が多い。しかし，立地環境に適し

た樹種の選択一適地適木の導入，更新困難な樹種には

組織培養などの先進的なバイオテクノロジーの導入や，

挿し木，苗木の確保，造林地の生態系の解明とそれに

適した植林方法の確立など，造林先進国で取り組んで

きた課題の応用が期待できる。立地環境が変化した地

域では，早成樹種の植林により劣化した土壌を改良し，

目的樹種を造林する。択伐跡地など森林が劣化した場

所では，天然下種更新や孔状植栽，列状植栽など二次

林のエンリッチメントを行い，このように改善された

森林をコアに熱帯林の拡大再生を図ることができる2)。

さらに社会経済的な問題では，森林の再生に長期の投

資が必要であること，林業・農業．工業などの土地利

用形態の空間配置を考えること，土地生産力を高め，

人口圧を抑制することなどが重要である3)。

気候変動に関する政府間パネル(IPCC)の熱帯林業

に関するワークショップで，各地域の問題と森林の保

全に関するまとめが行われた2)。それによると，ラテン

林業技術No.5861991.1
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そこで森林保全方法として，①人口の増加に伴う移

住を止め，定着と活動を高める，②土地の生産性を高

め，集約的な土地利用を通して森林への人口圧を減少

させる。また，農業の強化により森林へのかく乱圧を

抑制する，③森林伐採後の林地の利用転換をなるべく

禁止する，④伐採・搬出による環境かく乱を最小にし，

立地環境を保全して天然更新を促進させる，⑤森林の

純生産堂一炭酸ガス固定力を高めるため，樹木の成長

に必要な土壌中のミネラルの消失を抑える，⑥有効な

土地利用のために立地区分を適正に行う，⑦利用した

率だけ造林を行う，⑧未利用材・未利用径級の利用化

による木材利用の集約化を行い，伐採面積の減少を促

す，⑨木材以外の林産物の利用を増加あるいは多様化

させる，⑩林業と農業を兼ね，かつ住民の定住を促す

各地域に適したアグロフオレストリーの形態を開発す

る，⑪化石燃料に対して置換性を持ったバイオマス燃

料林を造林する，⑫紙などのリサイクルを行い木材消

費を抑える，⑬燃材をより効率よく利用する，⑭木材

製品の耐朽年数を高める。

このように森林保全とは単に森林を残せばよいとい

うものではなく，森林資源の価値を高めることにある

ともいえる。グローバルな気候変動に対して森林は，

炭酸ガスなどの温室効果ガスの放出を抑制するととも

に，温室効果ガスを吸収・固定する機能を持っている。

現在，森林面積を拡大し，森林を増やすことの意義は

大きい。また，森林は人間の生活に密接にかかわり，

それらを利用することにより人間の生活も成り立って

いる。そのため，森林の保全は森林の非可逆的な利用

でなく，恒続的な利用と管理によってなされる。さら

に，森林の再生には多面的機能を考慮することが必要

であろう。その発現には立地環境に適した森林の回復

が必要であり，それに伴い森林の経済価値が高まる。

熱帯林の再生は温室効果ガスである炭酸ガスを固定し，

グローバルな気候安定に寄与するが，地球の温暖化を

防止するためには，炭酸ガスの放出を減少させること，

特に化石燃料の消費を抑え，森林の破壊を減少させ，

森林を保全することが重要である。

(こぱやししげお・森林総合研究所立地環境科／

立地評価研究室長）
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第2回学生林業技術研究論文コンテストについて

当協会では，林業技術の研究推進と若い林業技術者育成のため大学学部学生を
対象として，森林・林業に関する論文（政策提言を含む）を，次の要領で募集し
ます。

参加資格原則として日本林業技術協会学生会員

応募方法

(1)平成3年2月末日ごろまでに当協会貴大学支部あて申し出ください
(2)発表論文は類似の全国大会または雑誌その他の刊行物に未発表のものとします
(3)詳細は貴大学担当者にお尋ねください

表彰

林野庁長官賞2点
日本林学会会長賞1点
日本林業技術協会理事長賞若干点
副賞として，1点当たり5万円を添えます｡表彰は,平成3年5月当協会総会の席上行います。

後援／農林水産省林野庁・日本林学会
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気候変動と世界の食糧生産

1．はしがき

農業は古くから“適地適作”の原則に従って営

まれている。そして，気候条件はあるレベルの上

下に変動することはあっても，一方向へシフトす

ることはないと考えられてきた。農業技術の研究

もこのような考えに従って行われている。

しかしながら，現在から近未来にかけて進行す

ると予想される人為的な気候温暖化は，ここ1世

紀間に経験したことのないような気温上昇や水文

条件の変化をもたらすと考えられている。この気

候変化は,16世紀から19世紀にかけて発生し,世

界の食糧生産に悪影響を与え，記録的な飢饅をも

たらした“小氷期”のそれに匹敵または上回るイ

ンパク|､をもたらす可能性がある。

そこで,気候変動に関する政府間パネル"IPCC"

の第2部会（影響評価）の報告を参照しながら，

予想される人為的な気候温暖化の農業・食糧牛産

へのインパクトを説明しよう。

2．農業生産にとって危険な気候変化

現在の予想によると,CO2･CH4･フロンガス類

のCO2I相当濃度は2030年ごろ2倍になり,3.0=t

1.5℃の気温上昇が生ずる。このような場合,農業

生産にとって危険な気候変化としては次のような

ものが挙げられている。

i.高・中緯度帯の温暖化

ii.モンスーン降雨帯の北への移動

iii.土壌中の有効水分量の減少

iv海水位の上昇

これらの気候変化が農業生産にどのように影響

するかを流れ図にまとめると図･1のようになる。

光合成逓増
大
蒸散量減少

１
２

①植物の乾物生産力の増大

②植物の水利用効率の向上

③植物生育期間の拡大

④高距･南北限界の拡大

⑤共生微生物の活力増大

回気温の上昇

①水･地温の上昇

③降水期間の移動
回積雪謝間の短精
回蒸発能の増大
回生態系の撹乱
囮土壌水分不足の謝上

回土壌有機物の分濤促進

回土壌侵食の激化

囮土壌劣化の促進

囮雑草･病原生物の活謝上

回害虫分布の移動と多発化

回農業資材効果の減衰促進

回海岸低地の浸水

画海岸侵食の激化
回水資源の不足激化

ら

｜
気
候
形
成
過
程
撹
乱
－
４

→

ｰ

→

|氷河｡氷原融解｜
夢
』

V

戸二一|海水位上昇卜→
図･1大気中の温室

効果ガス濃度上昇と
それによる気候変化
の農業・生物圏への
影響
(内嶋,1989)

1.CO2吸収
減少
2.CO2放出
増大

○好影響o卿慰によっては口悪影響
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図からわかるように，直接ルー

ト（光合成・蒸散への影響）と

3間接ルート（温度．水文状態

の変化，海水位上昇）を通じて

影響が及んでくる。

(1)CO2濃度上昇の直接効果

CO2は光合成の素材であり，

大気中の濃度が上昇すると光合

成が活発になる。多くの実験に

よると，イネ・コムギ・ダイズ

などのC3作物の収量は,CO2倍

増(300/600ppmv)で26±9%

増加する。この効果を上げるに

表･1気候温暖化時に土壌水分減少の予想される地域(IPCC第2部会）

大陸 冬期（12，1，2月） 夏期（6，7，8月）

アフリカ アフリカ三角地帯,南アフリカ，
西アフリカ

マグレブ，西アフリカ，
アフリカ三角地帯

ヨーロッパ 西ヨーロッパの一部

アジア アラビア半島西部，東南アジア 中国の北部・中央部（モンゴリ

アを含む),ソ連領中央アジア
シベリアの一部

北アメリカ 合衆国南部 合衆国南西部，中央アメリカ

南アメリカ アルゼンチン北部 ブラジル東部

オーストラリア オーストラリア東部 オーストラリア西部

増加する。この効果を上げるには，肥料，特にリ

ン酸・窒素が必要で，また，病・害虫防除を十分

行わねばならない。このため，肥料・農薬を十分

利用できる先進国農業は高CO2の好影響を受け

るが，それらを購入・利用できない発展途上国の

農業は，高温・干ばつという悪い影響ばかりを受

ける可能性が高いといわれている。

蒸散による水損失を左右する気孔の開度は，

CO2濃度上昇につれて狭くなる。このためCO2濃

度上昇につれて蒸散量は減少する。CO2倍増で

20～30%低下することが観測されている。このた

め，植物の水利用効率（乾物生産量／蒸散量）は

大幅に大きくなる。そして，水分の不足する気候

帯でも作物生産が良好になるといわれているが，

いっそうの研究が必要である。

(2)温度上昇の間接影響

温度の高低と季節変化は，作物栽培帯や作目の

分布を決めるもっとも重要な気候要素である。

CO2倍増で気候温暖化が進むと，農業北限線(有効

積算気温1300度日)は，カナダ東部で500km,シ

ベリア中央域で1,0001mも北上し，広大な土地で

農業ができるようになると予想されている。また，

1℃の気温上昇ごとに，栽培高距が150～200m上

昇するといわれている。

しかし，中緯度南部では冬ムギ作に必要な冬の

低温が確保されずに，ムギ作南限が北上を余儀な

くされるだろう。そのような地域としては，メキ

シコ・アメリカの南部とインド中部のムギ作地が

挙げられている。また，低緯度の稲作地帯では，

開花・受精期における高温障害一不稔の発生が心

配されている。

このほか，気候温暖化は，亜熱帯の病害虫や雑

草の温帯農業地帯への侵入・定着を促進し，これ

らの防除がかなり重要な問題となるだろう。これ

は農薬使用の増加などを通して，生産コストの上

昇を招くといわれている。気候温暖化は多くの家

畜・家禽類の暑熱ストレスを増大させ，増体率や

生殖率の低下を招き，またそれらの伝染病が広が

るといわれている。

(3)水文状態変化の間接影響

気候温暖化により，年間降水量は5～10%増大

し，シ1､シト型の雨よりも豪雨性のシャワー型の

雨が多くなると予想されている。これは豪雨が多

くなり，降雨間隔が開いてくることを意味してい

る。豪雨型の雨は土壌侵食を盛んにするだけでな

く，水資源の利用効率を低下させる。一方，気温

が上昇すると蒸発能が大きくなり（気温5～10｡C

域で2～3％／℃，15～25℃域で1.5～2.0％／

｡C,30～35℃域で1%/℃),土壌水分の損失が促

進される。

このため降雨量が増すにもかかわらず，土壌が

乾き作物収量に大きな打撃を与える可能性がある。

現在の気候温暖化シナリオの中で水文状態に関す

るそれは,確実さが低いといわれている｡IPCC第

2分科会では，現在までの研究を参照しながら，

表･1のような結果を報告している。これによゑ

林業技術No.58619911
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表･2海水位上昇にぜい弱な地域(IPCC第2部会）

》
畑
９
８
’
７
６
５
’
４
３

発展途l弓地域

バングラディシュ

エジプト，タイ

中国

ブラジル

先進地域

北海の南沿岸地域

アメリカ一ルイジアナ州

アルゼンチン，イン催ネシア

イタリア平原地域東部

2 インド，パキスタン，フィリピン，
ベトナム，ベネズエラ，
モザンビーク，ナイジェリア，
セネガル

1 ミャンマー，スリランカ，台湾，
スリナム，ケニア，ガンビア，モルジブ，
太平洋の島楓部

フインラン脾遷口域，黒海沿岸西部，
日本一太平洋岸域，メキシコ湾岸域，
フロリダ州一東部諸州の沿岸域

不明 マレーシア，カリプ海諸国
コロンビア 注)スコアが大きいほどぜい弱

と，現在世界の食糧生産基地である西ヨーロッパ，

合衆国オーストラリアなどで土壌水分の減少が

予想されている。〃

それゆえ，このような土壌水分低減が生ずると，

それらの地域では高CO2の肥料効果は発現せず，

食糧生産ポテンシャルは低下するといわれている。

また，人口爆発の激しい亜熱帯・熱帯の発展途上

域の多くで土壌水分の減少が予想されている。特

に，アフリカ，西アジアそしてブラジル東部の乾

燥地帯で発生が見られるだろう。

このような土壌水分減少が発生すると，各地域

で次のような減収が生ずると報告されている。

アメリカ：気候暖化と土壌水分減少が発生する

と，トウモロコシで－4～-25％，コムギで－

3～－72％

カナダ：気候暖化と土壌水分低減が並行して発

生すると，国平均コムギ収量は-19％で，栽培帯

は北へ移動

中国：気温上昇と降雨増加が並行して発生する

と，コメ，コムギ，トウモロコシ収量10％増加，

土壌水分が増加しないと3％減少

(4)海水位上昇の影響

気候が温暖化すると海水温の上昇一海洋の膨張，

高山の氷河・氷冠およびグリーンランド・南極の

氷床の融解・流出が進行する。このため，海水位

が上昇するといわれている。海水位上昇の予想は
0
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難しい問題で，確実なシナリオはまだ得られてい

ない。IPCCではいちおう21世紀末の海水位上昇

として60～100cmを予想している。このような水

位上昇が生ずると，低地の水没，それに接する低

レベル地での洪水の頻発，河川・地下水への塩水

の侵入，水利・排水施設の再構築，海・河岸侵食

の激化，などが発生するだろう。

それゆえ，海水位上昇にぜい弱な地域の評価は，

今後の環境・農業問題を考えるうえで重要な問題

である。このためには海岸地帯の詳細な等高線地

図が必要であるが，発展途上域ではそのような情

報は整えられていない。このため,IPCCでは専門

家の評価から表･2を発表している。表からわかる

ように，大きな河川デルタを持つ国々がぜい弱度

の大きい範囲に分布している。しかも，東南アジ

アの人口稠密な水田地帯一バングラディシュ，タ

イ，インドネシアなどがぜい弱である。それゆえ，

1mの水位上昇が生ずると多くの人々が住む場

所と経済基盤を失い，環境難民として周辺へ流出

すると予想されている。これは国際社会の枠組み

を根底から崩壊させる可能性を持っている。

3気候変化による森林の衰退と農業・食糧生産

現在の予想では気候温暖化は03｡C/10年の速

度で進行し,気候帯は150～200km/℃の速度で北

上するといわれている。この移動速度は後氷期の

それに比較して100倍に近い。それゆえ，気候帯



27

1．5

一
一
一
一

(2)
一

一

一
一

1．4 一

一
一

（
く
Ｊ
（
暫
〆
』
■
■
０
８
（
』
）

。
《
、
）

０
口
且
Ｉ
凸
■
日
日
■
■
日
日
（
『
〕Ｂ

世
界
農
産
物
価
格
（
相
対
値
）

一

一
一

(I)一

一
一

一
一

一

戸

〆
(3)

〆

〆
〆

(41
注）図中,(1)3地域以外では収
量変化なし，(2)アフリカと東南
アジアで25％減収,(3)オースト
ラリア・ソ連・中国・南アメリ

カで25％増収，アフリカ・東南

アジアで25％減収,(4)オースト
ラリア・ソ連・中国・南アメリ
カで25％増収

一一凸＝一~一一一口
、 一

09 一一

一
一一

一

、 一
卓

、．一｡一一
I0．8

0 5010 30 4020

合衆国，ヨーロッパ共同体，カナダの減収率

図･2アメリカ・ヨーロッパ共同体・カナダで作物収量が同時的に変化した際の世界農

産品価格の変化(IPCC第2部会）

の移動速度と多くの樹木種の移動可能速度との間

には大きなギャップがある。このため，気候温暖

化の進みにつれ，現在の植生帯の多くで大規模な

衰退現象が生ずると考えられている。特に北極を

取り巻く北方森林の南半分の衰退が生ずるといわ

れている。

このような森林衰退は，地域の水資源かん養能

力に大きなインパクトを与え，高温・乾燥気候下

で増す灌概水需要に不安をもたらすだろう。また，

下流域における洪水の発生頻度を増大させるだろ

う。森林衰退のもう一つの間接影響は，亜寒帯林

の衰退に伴う土壌有機物の分解-CO2,CH4の放

出の問題である。この地帯には大気中の炭素量

(7300億t)に匹敵する炭素量(7750億t)が蓄

えられており，森林被覆の消失→地温上昇によっ

て土壌微生物の活動が促進されると，土壌炭素の

大規模な分解・放出が生ずる可能性が高い。これ

は大気の炭素バランスを乱し，急激なCO2濃度上

昇→温室効果増大→気候温暖化の促進をもたらす

だろうと心配されている。

このように人為的な気候温暖化は地球気候形成

過程の崩壊のトリッガーとして作用し，自然生態

系，食糧生産システム，そして人間社会へ著しい

インパクトを与えるだろう。

4．まとめ

以上の説明からわかるように，近未来の急激な

温暖化は，現在までの気候条件に適応して営まれ

てきた農業の全分野に著しい混乱をもたらし，地

域的には食糧不足の生ずることも予想されている。

変化する気候に対応するため，農業帯の地理的シ

フトや作目の大規模な変換，農業基盤の再構築な

どが必要になる。このため，世界全体の食糧生産

は，増加する人口に対応できるだろうが，生産コ

ストは10～20％上昇すると予想されている。ま

た，世界の主要農業地帯で不作が発生したときの

食糧コストの上昇として，図･2のような結果が得

られている。これによると，異常気象が同時的に

多発して，世界の多くの地域が不作に見舞われる

と,世界の農作物価格は50%近くも上昇する可能

性がある。気候温暖化の遭予につれて異常高温→

干ばつ気候の発生頻度が増すと予想されている。

それゆえ，中緯度の主要農業地帯で干ばつの同

時発生頻度が高くなり，食糧生産そして価格に打

撃的影響を与える可能性がある。これは先進国は

ともかく，多くの発展途上国の人々に大きな困難

をもたらし，経済的・社会的そして自然的な南北

格差をますます大きくするものと思われる。

（うちじまぜんくえ・お茶の水女子大学理学部/教授）

林業技術No.5861991.1
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患へ②⑨ざ趣圃一親林活動をｻポー ﾄする
10．北海道日高町の自然案内人

乍インストラクター活動の紹介

1．はじめに

本文に入る前に，自然案内人“インストラクター”

が誕生した背景と，北海道日高町の紹介をしたい。

日高町は，北海道のほぼ中央に位置し，面積は

568.851(1n',標高278mで，北海道ではもっともきれい
さる

な川と認定された沙流川沿いに部落が形成されてきま

した。わずか4％の耕地と居住地を除いては，すべて

森林に覆われ，原始性の高い渓谷豊かな美しい町です。

開基は明治38年で，昭和20年代までは陸の孤島とい

われ，交通不便な町でしたが，30年代に入り，電源開

発や国道の開通に伴い，にわかに人々の往来が激しく

なりました。地域の特徴から，農林業を基幹産業とし

て振興を図ってきましたが，木材の低迷により林業が

著しく衰退し，山元から人々が減っていきました。し

かし，わが町が北海道のほぼ中央という立地条件に恵

まれていたことから，40年代に入って国道の開通･整

備に伴い，一躍道内交通の要衝となり，新しい産業や

文化の振興が図られてきました。

2．観光産業の始まり

道東，道南，道北，道央と，道内の観光地へ行くた

めにはほとんどが本町を経由する行程となり，車の数

も1日7,000台を数え，必然的に大型ドライブインや，

昼食休憩所が建設され，第一次産業に代わって町の主

要産業となりました。

同時に近年における人々の生活は，余暇の拡大や経

済の向上から，観光・レジャーの著しい発展を見せ，

人々の意識も物から心へと観光ニーズが変化してきま

した。一般的な観光指向も，施設を見物することから，

自ら体験し，自然に触れ合い，心の思い出となるよう

に，健康的で教育的に，人間としての真の豊かさを求

める観光へと変わってきたといえます。

幸いわが町は，美しい川と緑の渓谷に集落ができ，

自然が生活・文化のすべてでありました。したがって，

自然を愛し，自然と語らいながら，生活の知恵や文化

を創出し，その数々が開かれた文明社会にあっても，
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斉藤征勇

山菜ツアーのガイド風景

依然としてたいせつに継承されています。

このような背景の下に,昭和56年には国立少年自然

の家が誕生しました。この施設は，自らのプログラム

により，自然の中に飛び込み，体験学習をする教育施

設です。毎年8万人もの利用者でにぎわっています。

また一方では，たくましい子どもの成長を願う親の希

望により，都会の子どもを預かる“山村里親制度”を

設けたり，中学を終えた子どもを定時制高校に通わせ

ながら，昼間はいろいろな産業学習を行い，冬はスキ

ー技術を修得するための学習を行う“産業学習制度”

も設け，観光産業と併行して教育面でも自然の活用が

図られています。

3．自然案内人の誕生

このように，観光や教育を目的として本町を訪れる

人々は，年間85万人を数えます。しかし，いくら自然

を求めてきても，また広大な自然がそこにあっても，
自然の活用方法を知らないかぎり，その喜びも感動も

半減してしまいます。例えば，山菜時期であれば食用

と不可を見分け，次に料理方法，保存方法を学んだり，

山へ行けばただ歩くだけでなく，木があれば遊ぶ道具

を作るとか，火を起こすくふうをするとか，四季折々

に自然の活用は無限にあり，そしてそれが体験や発見
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表．l自然ガイドインストラクター養成学習プログラム一覧 につながるものでもあります。

このようなことから，町民のボランティア有志

が，都会の人々にもっと自然を知ってもらおう，

奥深い自然の楽しさを与えられる案内人となるた

めに，自らが学ぼうという発想の下に学習が進め

られてきました。学習プログラムは，町教育委員

会の指導を得ながら，もっとも日常の観光や生活

に身近かなものを取り上げ，学習を始めました

(表・1)。プログラムとしてはほかに，高齢者の持

つ生活の知恵を学ぶ各鱈撒座を受講（社会教育主

催）し，幅広い知識の習得に努めました。高齢者

から学んだ学習内容は，次のとおりです。食生活

の知恵：手づくり味噌，豆腐，納豆。生活･文化・

スポーツ：ワラジの編み方，川釣りの知識。

学習方法は，その科目によって専門的に，また

は体験的に行い，学習時間も早朝，夕刻をねらっ

ての繰り返しとなりました。例えば，山菜や，キ

ノコの種類，食用・不可などを知ることや，俗名

ラクヨウキノコがハナイグチであるように，その

季節に合わせて参考書を片手に連日仲間が集まり

ました。調査・学習の結果は表・2のとおりです

養成科目 実施期日 講師 出席者

山菜の知識

・山菜の見分け方
・食用としての活用

・薬草としての活用

・食用保存方法
・商品加工の知識

61．514

5．15

625.20

521

13名

13名

15名

16名’
道立衛生研究所
薬学隠士山岸喬

キノコの知識

・キノコの見分け方
・食用としての活用

・薬としての活用

・食用保存方法
・商品加工の知識

61．920

921

62919

9．20

名
名
名
名

５
５
３
３

１
１
１
１’

北海道立林業試騒場
樹病科長村田義一

ホタルの生息を探る 628．20 13名旭川ホタルの会江、篭＝

62.4.20 12名巳高の自然を学ぶ
・日高の地質

・地図の見方
・国有林の知識 ’

日高営林署
菊地経営課長

救 急法 62．9．4 13名日赤裁急指漕員更登喜子

歩くスキー技術 元．3月 北海道教育委員会 派遣1名

自然体験野外活動
指導音養成

月
月
７
２
．
年

元
２ 派遣1名〃

表･2日高町周辺の山菜・キノコ（一部掲戦）

キノコ（食用のみ）山菜

ロ
皿 名 採取時期 発見場所 調理方法 品名 採集時期 発生場所 料理方法

町内全域

〃

どんな料理にも

〃

メ
ジ
ジ
シ

ジ
毛
聿
聿
や
弓

聿
サ
ラ
イ
シ
ラ
コ

ン
ラ
ブ
テ
ナ
ザ
ジ
メ

ホ
ム
ジ
ア
ホ
ブ
コ
メ
ナ

5～10月

9月下旬
～10月

10月

9～10月

10月

8～9月

5月 キャンプ場 サラダ，一夜漬，刺
身のつま，菜飯

サラダ，酢味噌和え

てんぷら他

漬物，煮物他

酢味噌和え，おひた
し，玉子とじ

茶碗蒸し，てんぶら’
かだくり和え

和え物（特にゴマ和
え)，三杯酢

酢味噌和え,サラダ，
きんぴら,味噌焼き，
てんぷら

和え物,油沙め,まぜ
ごはん

てんぶら’和え物他

てんぷら,鍋物,佃煮

鍋物他

芽はてんぶら’実は
ジャム

おひだし，三杯酢他

芽は酢の物，実はジ
ュース

クレソン

オオイタドリ

フキノトウ

エゾニュウ

ギョウジャニ
ンニク

オオウバユリ

″
″
″
″

″
″
″
″

妙め物

鍋物，和え物

どんな料理にも

煮物

〃

カラマツ林地

桟木土場など

町内全域

″
″
″

〃

峠（三岡）

キャンプ場

味噌汁他木の混じった
草地

ナラ古木

山林奥地

町内全域

山林奥地

町内草地

町内山林

山林

町内の古木

古木

シラカンバ林
に多い

林地

古木

草地

〃

ツクシ

ウ牌

どんな料理にも

てんぷら他

酢の物，味噌汁

味の濯い料理

中華風料理

酢の物，和え物

ご飯，やきめしの具

酢の物，味噌汁他

油沙め，玉子とじ他

〃

ケ
ケ捗
壷
錘
鋤
缶

タ

ケ
ケ
ケ
ケ
ン

タ
タ
タ
タ
ポ

イ
イ
ラ
ミ
ツ
ミ
リ
ノ
ラ
マ

シ
マ
ナ
モ
ス
ア
ク
エ
ヒ
ヤ

5～9月

9～10月

〃

〃

8～9月

9～10月

〃

10～11月

5～11月

9～10月

ヤマドリゼン
マイ

タラノメ

ヨモギ

フキ

マタタビ

＝岩〃

〃

〃

6月

9～10月

〃

キャンプ場

川沿い，沿道

全域(低木･ツ
ル）

キャンプ場

全域

ヤギタケ

キクラゲ

タマゴダケ

土瓶蒸し他

鍋物他

玉子とじ他

〃

9～11月

10月

5月

9～10月

セリ

ヤマブ脾ウ

林業技術No.5861991.1
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表･3活動の具体例内容担当区分 種別 場所 結果期日

登 町民登山案内

〃

ペンケヌーシ岳

チロロ岳

山 9月23日

7月3日

60人

85人〃

歩くスキー指迩

〃

35人

〃

歩くスキー

〃

2月10日

2月11日

町内歩くスキーコース

〃

野外レク・スポーツ

渓流釣り

〃

ヤマメ釣場案内

イワナ釣場案内

沙流川

国有林内ウエンザル川

日
日
２
３
月
月
７
７

臥
〃

山菜学習会指導森林浴
自然探索

5月4日 キヤンブ場 15人

(山菜）

〃

〃

山菜yアー案内

山菜学習会指導

山菜yアー案内

キャンプ場

国育林内大沢

〃

40人

10人

35人

5月5日

5月21日

5胃22日

(キノコ）

〃

〃

〃

キノコ学習会指導

キノコツアー案内

キノコ学習会指海

キノコツアー案内

国育林内ウエンザル

〃

〃

〃

人
人
人
人

２
５
３
９

１
３
１
３

9月17日

9月18日

9月24日

9月25日

生活文化

森林浴 9月16日
～20日

TV収録案内 国有林内ウエンザル 6人

が，身近かな場所に，薬用とか栄養食品の素，高級料

理の材料など，私たちの生活にもっとも身近かな自然

の恵みが，驚くほど存在することを確認しました。

4．自然案内インストラクターの誕生

本町の観光産業の発展には，緑豊かな自然が主役で

あることはいうまでもありません。同時に，自然を生

かしたソフト面での充実が，近年，観光にはもっとも

重要な要素であるといえます。そんな中，真に観光ホ

スピタリティ活動といえる，自然案内を実践する人を

援助し，助勢することにより，活動の充実と安定を図

るため，観光協会がインストラクター制度を設立，63

年度認定となったわけです。インストラクターといっ

ても，何かの公認資格を持つとか，一定の認定基準が

あるわけではありません。いわば，もっとも自然を愛

し，理解し，ボランティア精神に満ちあふれている者

ということになります。

5．具体的な活動

このような過程を経て，現在活動している者は15

名,構成も70歳の高齢者から，30代の青年まで,職種

も公務員，主婦，国有林退職者，商店主等と幅広い層

にわたっています。活動の主体は，山菜・キノコ採り

が主ですが，国立少年自然の家に来る子どもたちの野

外生活体験等の指導もしています。

インストラクターとしていちばんたいせつにしてい

ることは，①何を求めて来ているのか，相手の心を知

る，②山菜を採るという単純な行動に終わることなく，

そこからどんな楽しみが得られるか，アドリブを与え

ること，③自然と語り，仲間となって自然をたいせつ

にする心を訴えることなどです。そして具体的な行動

としては，現地踏査（案内の1～2日前）を行い，①

目的に合った場所か，②自然を理解するのにふさわし

い場所か，③安全性，④行程・時間配分，⑤アドリブ

の場所と方法など，事前準備がもっともたいせつにな

ります。

このようなことを基本として昨年1年間に活動した

内容は表・3のとおりです。

6．おわりに

このような活動から考えると，“インストラクター”

というよりは，むしろ“自然案内人”のほうがピッタ

リです。インストラクターというと，すぐ資格者とか，

先生というイメージが強くなります。私たちの活動は，

教育するとか，指導するということではなく，ともに

学び，ともに楽しみ，人と自然との触れ合いの仲立ち

をすることです。自然はものを語りません。むしろ，

人のほうから語りかけてくれるのを待っていると思う

のです。人間と自然が正しいつき合いをして，初めて

すばらしい自然が保たれるのだと思います。私たちは，

インストラクターという名の下に，そんなお世話をし

ています。

（さいとうまさお・日高町役場）

林業技術No.5861991.1
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ロ和歌山演習林における天然生林

の動態について（第2報)－第

9林班学術参考保存林(2)

ロ北海道演習林標茶区における天

然生林の動態に関する研究-

10林班択伐調査区の11年間の変

化

閥術情廟
※ここに紹介する資料は市飯されて･い

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお願いいたし巖す｡llilllllll1|
４
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
４
０
１

－
８
■
日
日
０
８
■

Ⅱ
９
Ｏ
Ｈ
Ｏ
０
ｄ

ｄ
１
０
２
８
１
９

１
１
１
１

凸
■
■
０
０
９
●
■
■
■

、

▲

■

■

日

日

日

仏

■

■

■
Ｔ
二
■
■
■
８
９
・
■

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
１

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

白
１
１
９
日
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
△
６

ｔ
Ｏ
Ⅱ
１
０

０
６
■
０
１
９

１
１

兵庫県林業試験場研究報告

第37号

平成2年2月

兵庫県立林業試験場

く研究報告＞

口円板状のスギ・ヒノキにおける

乾燥割れの要因

口多雪地帯における複層林に関す

る研究(1)－アカマツ･スギ，ア

カマツ・ヒノキが混交した複層林

の上木アカマツを伐採した後に発

生した冠雪害

口森林を利用したレクリエーショ

ン施設の利用状況

口林野火災が地表面および土壌中

の流出水に及ぼす影響(1)－被

災後15カ月間の水･土流出特性お

よび水質について

口複層林の造成技術に関する試験

(1)－兵庫県下で経営されてい

る複層林の実態

ロスギ・ヒノキの枝打ちに関する

試験㈹一ヒノキの枝打ち時期

および用具の違いと材の異常変色

の差異

く研究資料＞

口降雨強度の変化に伴う林地崩壊

の計量的評価

る流出比較

く研究資料＞

ロブナ林の生態学的研究細－

ぬくみ平の夏緑林構成樹種の年生

活様式について（予報）

口抽出前層化抽出法と抽出後層化

抽出法の精度の比較

口佐渡大倉川河口周辺における急

斜面の調査

口刈谷田川実験流域の降雨と流出

-1988年について

口林道維持管理における林道の横

断面構造の評価法

く業務資料＞

ロ佐渡演習林気象観測資料（1988

年）

筑波大学農林技術センター

演習林報告第6号

平成2年3月

筑波大学農林技術センター

＜論文＞

口H型架線．Y型架線の作業索張

力に関する静力学的研究

口井川演習林内の地質（予察）

口木材防腐剤に関する研究（第6

報)一スクリーニング方法の検

討（英文）

ロミズナラ個体間におけるシイタ

ケ子実体発生量の差異

く資料＞

ロアイソザイム実験法

□1989年8月および9月豪雨に

よる東河内流域の土砂の生産，流

出および堆積の実態

口筑波大学キャンパスの緬上記録

口気象月報(1988年）

京都大学農学部演習林集報

第20号

平成2年3月

京都大学農学部附属演習林

口徳山試験地の鳥類相の季節変化

ロ北海道標茶区人工林におけるエ

ゾシカ害の状況とその防護法111

-30年生前後のトドマツ人工

林における被害の状況

ロクロマツ×タイワンアカマツ雑

種にみられるマツ材線虫病抵抗性

口上賀茂試験地におけるマツ枯れ

について－発生から1988年ま

での被害の経緯

□26種の冷温帯天然林構成樹種

を原木として用いたヒラタケ栽培

試験

口芦生演習林の保存木，保存林(2)

－昭和63年度までに調査され

た保存林

ロ本部試験地の樹木目録

ロテーダマツ林の成長と現存量

ロ和歌山演習林におけるスギ密度

管理試験(11)

BAMBOOJOURNALNo.7

平成元年12月

日本の竹を守る会

口竹齢に伴うマダケの化学的成分

の変化

ロモウソウチクの発生経過年数と

クロロフィル濃度の季節変化

ロチマキザサ節とミヤコザサ節の

着芽位置の違いの進化的意義につ

いて

口地被材料として利用されるササ

類の地上部の成長の季節変化(Ⅱ）

－ミヤコザサとコグマザサ

ロマダケの竹桿高推測に関する検

討

ロヤクシカの食物としてのヤクシ

マャダヶ

新潟大学農学部演習林報告

第23号

平成2年2月

新潟大学農学部附属演習林

く論文＞

ロスギ天然林林内更新試験(5)一

一樹下植栽試験

口広葉樹の重量推定法

口佐渡演習林の森林資源データベ

ースの活用システム

ロ積雪地森林の水保全機能に関す

る研究(5)－5年間の資料によ

林業技術No.5861991.1
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一・‘lIIID一・011M'-.01111‘令･61111‘÷僻011110一,81110'一,01111'一‘’'''''一‘''''''一・11Ⅱ0，今,011111一・11111'一・t1110'一・,'''''一‘11111'一‘↓III1'一・OII'''一・,1110'÷‘01111！

－

議震-‐

▲一席（林野庁長官賞）「樹根」柳澤基恵（長野県南安曇郡）

第
諏
回
（
平
成
一
一
年
度
）
森
林
・
林
業
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
（
白
黒
写
真
の
部
）

主
催
日
本
林
業
技
術
協
会
後
援
林
野
庁

紹
介

▲三席（日本林業技術協会賞)r砂防林の植樹」竹内光真(横浜市泉区）ミノル
"XD,NMP28ミリ,F8,オー|、茅ケ崎市柳島海岸にて

一・01111‘一・,Ⅲ'’一‘11111･÷’11111,今｡,11110一・‘'111,-,,11iO‘一・‘''1$'一,01111‘一．l1Iil'一‘,1111‘一.llI1Ii-.,111''一‘OIlIl‘一・,111伽一・,1111,÷‘OIIIl,今.,1111,一.11111,
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今,'11110今,‘IⅡ''-.11111‘－僻OIIIl'一・,'''10-,,1111‘÷‘01ⅡI‘一・,1111‘一・,11i''一・‘IMI'一・11111,一・,1111･一･‘1111‘一・l1illO-,‘1111‘一・'1111.一・,Ⅲ1‘－‘'1111'一‘'1111

ヴ

▲二席（日本林業樹術協会賞）「鍋．遠足」加賀谷良助（秋田県梼手市）

アサヒペンタックスMEスーパー,28～50ズーム,F8,1/250横手公園にて

▲佳作「冬の土場」佐賀敬（岩手県釜石市）
小川町にて

卦三席（日本林業技術協会賞）「木炭焼き」

有田勉（静岡県庵原郡）ミノルタα70001
28～135ズーム．オート

-.01111'一・'1110'一・'1110，→･OmIO←‘'1111‘一・'1111'一・''111.一,11111'一・,1111.-.,1111'一・i1111．一・,1110'一句1111,一.01111，一・,'''''一‘,1111'－．，1111，令・iiIII‘一・ilⅡ1
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一'011i''一・81111.一・11110‘一吋1111‘令･'1111'一・‘1111,一・'1111‘一・'1111'一・01111,今舗1111.÷"1111'令･01111.一・'1111‘一・''''''一‘01Ⅱ$'一’01111‘一・,1111'一‘,11Mo一,111111

ぐこ席（日本林業技術協会賞）

「苗木と老人」国岡洋一（北海道函館市）

アサヒペンタックスSP,タクマー28ミリレンズ，

F8,1/500

饗 理兇

２

冨濁

『

溌 篭

雛
鞠

洲
懲
灘
牌
鴎

灘
溌塞畠

§

罫

州
隅
湘
臓
蛎
慰
繩
繩
蝿

鑿
湖
間
煙
い
心
、
叱
噛
Ｌ
刷
嗣
蔀
、
騒
蜘
肌
・
、
町
田
Ｈ
り

堅＝

＃

； 酢
鵬
司
“

E

▲佳作「下枝取り」荒井俊雄

（長野県須坂市）

く三席（日本林業技術協会賞）

r笑顔」山口茂之（東京都小平市）
キヤノンF-1,F4,1/250

“森林の市”（東京代々木）にて

一・011M.一・,''''’一・111110一,81116'一・,1111‘一‘OII''’－，‘Ⅲ''一・iIilI'一・01111'一・'1111‘一・0Ⅱ11'一可'''''一叩11【''一・11111,-.llill･一･'1Ⅱ''一.IlIII0一・01111‘－．，1111
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÷‘OIIIIO一､‘'''''一・IlIlI‘一・'1ⅡI‘一・,11100一・t'''''一・,1111'-,,1111‘一‘OII'''一．01111‘一‘01111'一・,1111,今.,IIiI'一‘$11M'-.11111'一・,1Ⅱ10一・01111'一・01111'一・'1111

’

吟《吟《
一ー

▲二席（日本林業技術協会賞）「幻樹」山田昌視（北海道小樽市）

ペンタックスLX,40～80ズーム,F16,オート

らり

佳作『森林と遊ぼう」石川孝一

(北海道旭川市）旭川市地場産業センター

▲

▲三席（日本林業技術協会賞）「力闘」

新庄友行（北海道常呂郡）

一.'1111,-.61111,-.‘1111'一‘‘1111，一,O1IiI‘一・011M‘今･l11I1I-,II1Il'一,11111'一・l11iIO÷‘OII'''-.,1111,-可1111'一・‘11110－司llIF-‘OIlIO‘令･'11M0一・Illil'一‘'1111‘
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÷･OII114一．DIIllO一,01111,一.01Ⅱ1，一・11111'一・,1111‘一・,1111‘-.,11110-.011110-.,1111‘÷､011110-.#1111‘一.01111’一・011110一.01111,-.111110-,0IⅡ10一・,1111,一‘'1111,

q三席（日本林業技術協会賞）

「昼食」下斗米光円(岩手県紫波郡）ミノ

ルタX700,NDロッコール24ミリ,F11,

1／25O和賀郡湯田町にて

▲佳作「じいちゃんの仕事場」

松尾弘（大阪市東淀川区）

奈良県吉野町にて
▼

佳作「年輪」本郷正利

（北海道小樽市）羽黒山にて

q佳作「研修会風景」横山広美
（北海道天塩郡）宗谷丘陵にて

一・,1111'→･OII仙令‘01Ⅱ1，÷‘01111'令‘'1111'一・OII'''一・''111.一．01111‘一・$'''''-.11111'一''1111‘令･'1111‘－‘11111‘÷‘'''110－.11111'一・II1II，●’01111'一'011M'一'し1111’
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林 業関係行事 一覧

膣1

区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

中
群

央
馬
新年名刺交換会

第31回全群馬近代こけし

コンクール

林野庁をはじめ関係団体の代表出席。三会堂ビル（東京都港区赤坂）

群馬県ほか。前橋市中央公民館。『近代こけし｣の品質，意匠の改善と

技術の向上を図るとともに広く宣伝紹介し,r近代こけし｣産業の振葵

発展に資する

林野庁。三会堂ピル

群馬県・群馬県経済連・群馬県椎茸農協。渋川・沼田・藤岡・富岡・

高崎・吾妻・東部の各林業事務所管内市町村

1.4

1.18～20

中
群

央
馬
第15回振動障害研究会

群馬県生椎茸品評会

1．24

1．30～2.7

月2

区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

岡山県林業労働安全福祉大

会

第13回全国優良ツキ板･銘

木展示大会（ツキ板展示大

会）

岡 山 岡山県森林組合連合会。リパーサイドホテル(真庭郡落合町)。林業労

働者の福祉の充実・向上に資する。併せて造材コンクールを開催

全国天然木化粧合単板工業協同組合。名古屋市国際展示場。審査によ

り優秀な出品（ツキ板）に林野庁長官賞を授与

2．16

全 国 2.23～26

第38回森林･林業写真コンクール送り先:東京都千代田区六番町7〔〒102)
日本林業技術協会｢第38回森林･林業写真

作品募集要綱ｺﾝｸｰﾙ｣係
作品の帰：入賞作品の版権は主催者に属し,応募作品

題材：林業技術(育苗･植栽･保育等，木材生産・ 属及びネは返却しない｡作品のネガは入賞発表と同
木材利用など)，森林(森林の景観･環境保ガの提出時に提出のこと。
全･森林動植物の生態･森林被害など)，農 審査と：審査は平成3年4月上旬に行い,入選者は
山村(生活･風景など)，緑化，森林レクリ 発表会誌｢林業技術」5月号に発表。作品の公
エーション 開は随時，同誌上で行う。

作品：1枚写真(四ツ切りとし，組写真は含まな 審査員：島田謹介(写真家)，八木下弘(写真家)，林
い)。モノクロの部・カラーの部に分ける。 野庁林政課長,林野庁研究普及課長,全国

応募資格：応募者は職業写真家でないこと｡なお作品林業改良普及協会事業部長,日本林業技術
は自作に限る。 協会常務理事(敬称略・順不同）

応募点数：制限しない。 表彰：モノクロの部・カラーの部ともに
特選(農林水産大臣賞)各1点賞金10万円

記載事項：①題名，②撮影者名（郵便番号･住所･氏一席(林野庁長官賞）各’点〃5万円
名・年齢・職業・電話番号)，③内容説明， 二席(日本林業技徹闇会賞)各3点〃3万円
④撮影場所,⑤撮影年月日,⑥撮影データ 三席（〃）各10点〃1万円
等を記入すること。 佳作各20点記念品

注意事項：労働安全衛生規則に定める安全基準に適
三席までの入賞者には副賞を贈呈する。同一合するものであること。例えば,伐木作業
者が2点以上入選した場合は，席位はつける

等に保護帽を着用していない作品は,入選
が，賞金副賞は高位の1点のみとする。

できないのでご注意ください。

締切：平成3年3月31日（当日消印有効)。主催細日本林業技術協会後援林野庁

’
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爾
－

｢ー の
で
、
こ
れ
を
、
今
い
う
ホ
ル
ト
ノ
キ
と
取
り
違
え

た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
う
。
肉
豆
蒄
の
名
は
、
一

二
八
四
年
に
成
っ
た
『
本
草
色
葉
抄
』
に
す
で
に
見

え
る
か
ら
、
両
者
の
名
実
混
同
は
、
か
な
り
古
い
時

代
に
始
ま
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
薩
摩
で
は
こ
れ
を
モ
ガ
シ
と
い
う
。

そ
の
わ
け
は
、
こ
の
木
に
は
、
鮮
や
か
な
紅
色
を
し

た
老
葉
が
必
ず
交
じ
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
こ
の
木
を

遠
く
か
ら
識
別
で
き
る
特
徴
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
、

濃
い
緑
色
の
中
に
交
じ
る
鮮
紅
色
の
葉
を
紋
ま
た
は

模
様
に
見
た
て
、
「
紋
ガ
シ
」
ま
た
は
「
模
様
ガ
シ
」

と
い
っ
た
の
が
、
つ
ま
っ
て
モ
ガ
シ
に
な
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

一
』
心
争

ま
た
伊
豆
で
は
こ
れ
を
チ
ギ
と
い
う
が
、
護
摩
に

ち
ぎ

た
く
護
摩
木
を
乳
木
と
称
す
る
の
で
、
チ
ギ
の
名
は

お
そ
ら
く
こ
れ
に
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
沖
縄
で
は
、
タ
ラ
シ
、
タ
ー
ラ
シ
な

ど
と
称
し
て
、
こ
の
木
の
根
皮
や
枝
葉
の
濃
い
煎
汁

を
、
田
の
泥
を
用
い
て
染
料
と
す
る
。
タ
ラ
シ
、
タ

た
う
る
し

ｌ
ラ
シ
の
語
は
田
漆
か
ら
転
じ
た
可
能
性
が
強
い
。

ホルトノキ

平賀源内『物類品購』

形
態
・
分
布
な
ど
草
に
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
油
と
い
わ

れ
た
オ
リ
ー
ブ
油
の
に
せ
物
に
な
っ
た
ホ
ル
ト
ソ
ウ

が
あ
る
。
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
二
年
草
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
原
産
の
毒
草
で
あ
る
。
名
は
ホ
ル
ト
ガ
ル
ソ
ウ
の

略
で
、
日
本
へ
は
約
六
○
○
年
以
前
に
入
っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
科
の
ホ
ル
ト
ノ
キ

画
置
の
○
○
画
禺
壱
匡
切
巴
『
］
く
の
ｍ
冨
豚
勺
◎
青
．
ぐ
画
晟
巴
一
言
璽
○
匡
的

函
胃
画
は
外
来
で
は
な
く
、
本
州
の
千
葉
県
以
南
、
四

国
、
九
州
、
琉
球
、
朝
鮮
半
島
南
部
、
中
国
、
イ
ン

ド
シ
ナ
な
ど
の
暖
地
に
分
布
す
る
常
緑
高
木
で
あ
る
。

生
長
は
や
や
遅
い
が
ゞ
潮
風
、
大
気
汚
染
に
や
や
強

い
の
で
、
こ
の
ご
ろ
は
、
関
東
以
南
の
都
市
公
園
な

ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

葉
は
長
楕
円
状
披
針
形
、
長
さ
五
～
十
二
セ
ン
チ

で
、
縁
に
鈍
い
鋸
歯
が
あ
る
。
都
市
公
園
に
同
じ
よ

う
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
モ
モ
の
葉
に
似
て
い
る

が
、
下
面
に
小
腺
点
が
な
く
、
若
葉
の
主
脈
は
淡
紅

紫
色
な
の
で
区
別
で
き
る
。
古
い
葉
が
紅
葉
し
て
緑

葉
の
間
に
点
々
と
目
立
つ
の
も
、
こ
の
木
の
特
徴
で

あ
る
。
花
は
七
～
八
月
ご
ろ
、
前
年
の
枝
に
小
白
花

が
、
長
さ
四
～
七
セ
ン
チ
の
総
状
花
序
に
集
ま
る
。

花
弁
は
五
枚
あ
り
、
倒
卵
状
く
さ
び
形
で
上
部
が

糸
状
に
深
く
裂
け
た
特
徴
の
あ
る
花
弁
で
あ
る
。
こ

の
花
の
子
房
は
卵
状
円
錐
形
で
微
毛
が
あ
り
、
基
部

に
榿
色
の
蜜
腺
が
五
個
あ
っ
て
、
雄
し
べ
は
多
数
あ

る
。
果
実
は
楕
円
形
、
長
さ
一
・
五
～
一
・
八
セ
ン
チ

で
オ
リ
ー
ブ
よ
り
や
や
小
さ
く
、
黒
紫
色
に
熟
す
。
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江
戸
中
期
の
本
草
学
者
で
、
多
芸
多
才
を
も
っ
て

知
ら
れ
た
平
賀
源
内
億
、
本
草
学
ば
か
り
か
、
国
学
、

か
か
ん
ぷ

蘭
学
、
陶
器
、
火
涜
布
、
人
参
、
砂
糖
、
鉱
物
な
ど

の
物
産
学
に
も
通
じ
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
洋
画

し
ん
れ
い
や
ぐ
ち
の
わ
た
し

に
も
手
を
染
め
、
再
神
霊
矢
口
渡
』
と
い
っ
た
浄
瑠

げ
き
く

璃
そ
の
他
多
く
の
戯
作
を
も
物
す
る
な
ど
、
そ
の
万

能
ぶ
り
に
は
驚
嘆
の
ほ
か
な
い
。
た
だ
し
、
彼
の
人

さ
よ
ぼ
う
へ
ん

物
評
に
つ
い
て
は
、
殿
誉
褒
艇
相
半
ば
し
、
そ
の
末

路
も
哀
れ
を
き
わ
め
た
。

ホ
ル
ト
ノ
キ
に
関
し
て
源
内
の
残
し
た
記
録
を
見

る
と
、
彼
の
若
き
日
の
研
究
活
動
や
そ
の
性
格
の
一

端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
い
。

源
内
が
初
め
て
ホ
ル
ト
ノ
キ
な
る
も
の
に
接
し
た

の
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
○
）
、
彼
が
三
十
三
歳
の
夏

の
こ
と
、
場
所
は
紀
州
の
湯
浅
、
問
題
の
樹
木
は
、

同
地
方
で
俗
に
ズ
ク
ノ
キ
と
称
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
年
後
、
彼
は
『
紀
州
産
物
志
』
に
こ
の

時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
御
国
之
湯
浅
之
寺
に
ホ
ル
ト
カ
ル
と
申
木
御
座

候
。
其
珍
木
に
而
御
座
候
。
人
存
不
申
候
。
此
木
之

木
の
名
の
由
来

34

ホ
ル
ト
ノ
キ実

を
取
、
油
に
し
ぼ
り
候
へ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
之
油

と
申
候
而
、
蛮
流
外
療
家
常
用
之
品
に
御
座
候
。
当

年
よ
り
油
を
し
ぼ
り
候
様
に
と
、
橋
本
仙
質
へ
内
意

申
遣
置
候
（
以
下
略
）
」

こ
の
『
紀
州
産
物
志
』
は
、
同
国
の
産
物
の
う
ち
、

人
に
知
ら
れ
ず
に
あ
る
も
の
を
自
ら
が
発
見
し
た
経

緯
を
述
べ
た
記
録
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
源
内

自
身
を
紀
州
侯
に
売
り
込
む
た
め
の
宣
伝
文
で
あ
る

と
見
る
向
き
が
多
い
。

び
ん
し
つ

源
内
は
さ
ら
に
翌
年
（
一
七
六
三
）
『
物
類
品
隙
』

を
著
し
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
臓
八
樹
（
前
略
）
此
ノ
実
ノ
仁
ヲ
取
テ
搾
リ
タ
ル

モ
ノ
ヲ
〃
ヲ
リ
ョ
ヲ
レ
イ
ヒ
〃
、
和
俗
ノ
所
謂
ポ
ル
ト

ガ
ル
ノ
油
是
ナ
リ
。
紀
伊
産
方
言
ヅ
ク
ノ
木
卜
云
。
湯

浅
深
専
寺
内
二
大
木
ア
リ
。
高
サ
七
八
丈
、
周
囲
一
丈

三
四
尺
、
其
ノ
他
紀
伊
地
方
二
多
シ
・
葉
ノ
形
冬
青
樹

及
ピ
木
犀
二
類
ス
。
経
痙
冬
ヲ
不
し
凋
、
葉
四
時
二
落
ッ
。

葉
落
ル
時
至
テ
鮮
紅
色
可
レ
愛
。
実
ノ
形
大
棗
ノ
ゴ
ト

ク
、
熟
シ
テ
モ
色
青
シ
◎
庚
辰
ノ
歳
予
紀
伊
二
瀞
テ
始

テ
是
ヲ
得
タ
リ
。
蛮
産
ノ
実
ヲ
以
テ
是
ヲ
較
ル
ー
、
蛮

深
津
正

小
林
義
雄

産
ハ
大
二
、
和
産
ハ
小
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
全
ク
同
物

ナ
リ
。
（
中
略
）
又
今
弦
三
月
紅
毛
人
東
都
二
来
ル
。

ダ
ダ

予
是
ヲ
携
テ
紅
毛
外
療
ポ
ル
ス
ト
ル
マ
ン
ニ
質
ス
。

真
物
ナ
リ
ト
ス
・
小
川
悦
之
進
傳
窒
諄
ヲ
。
（
下
略
）
」

右
の
記
事
中
の
謄
八
樹
が
オ
リ
ー
ブ
の
正
し
い
漢

名
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
源
内

が
へ
ズ
ク
ノ
キ
を
オ
リ
ー
ブ
の
木
と
誤
認
し
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
同
年
三
月
た
ま

た
ま
カ
ピ
タ
ン
に
従
っ
て
江
戸
へ
上
っ
た
オ
ラ
ン
ダ

の
医
官
ボ
ル
ス
テ
ル
マ
ン
（
国
。
涜
旦
昌
豊
）
に
、
通

訳
を
経
て
鑑
定
を
依
頼
し
た
の
に
対
し
、
な
ぜ
同
医

官
が
本
物
で
あ
る
旨
答
え
た
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
木
村
陽
二
郎
博
士
は
、
『
日
本
自

然
誌
の
成
立
』
の
中
で
、
ポ
ル
ス
テ
ル
マ
ン
自
身
北

欧
の
人
で
、
地
中
海
岸
に
産
す
る
オ
リ
ー
ブ
の
木
の

実
体
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
を
述
べ
、
の
ち
に
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
で
す
ら
、
ズ
ク

ノ
キ
の
葉
を
サ
ク
ラ
属
の
も
の
と
見
誤
っ
た
と
い
う

事
実
を
付
記
し
て
い
る
か
ら
《
こ
う
し
た
誤
認
も
当

然
あ
り
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
で
、
源
内
の
早
と
ち
り
と
、
オ
ラ
ン
ダ
医
官

の
ミ
ス
と
が
重
な
っ
て
、
ズ
ク
ノ
キ
を
ポ
ル
ト
ガ
ル

ノ
キ
と
断
定
し
、
こ
れ
が
転
じ
て
ホ
ル
ト
ノ
キ
と
な

っ
た
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
で
は
ズ
ク

ノ
キ
の
名
は
ど
う
し
て
起
こ
っ
た
か
。
私
の
考
え
で

は
、
ズ
ク
ノ
キ
の
名
は
、
ナ
ツ
メ
グ
（
巨
旨
一
豊
８

に
く
ず
４
ず
く

陣
四
四
曽
筋
）
の
漢
名
肉
豆
蒄
の
略
称
豆
蓋
に
よ
る
も

林業技術No.5861991.1



4(）

て
あ
ら
た
め
て
取
り
巻
く
樹
々
を
見
た
。
マ
ツ
、
ツ

ガ
、
ヒ
ノ
キ
は
す
ぐ
わ
か
る
が
、
ミ
ズ
ナ
ラ
も
あ
る
。

枝
を
張
っ
て
い
る
の
は
カ
エ
デ
、
ア
セ
ビ
、
ツ
ッ
ジ

な
ど
だ
。
し
か
し
、
個
々
の
樹
は
け
っ
し
て
育
ち
が

よ
く
な
い
。
や
は
り
地
表
が
熔
岩
質
の
た
め
だ
ろ
う
。

「
樹
海
で
迷
わ
な
い
よ
う
に
、
調
査
す
る
と
き
は
ビ

ニ
ー
ル
の
ひ
も
を
引
っ
張
っ
て
歩
い
て
行
く
ん
で
す
。

戻
れ
な
い
と
た
い
へ
ん
で
す
か
ら
」

と
い
う
話
が
よ
み
が
え
っ
た
の
は
、
誰
も
い
な
い

樹
海
の
中
で
、
不
気
味
な
声
を
一
瞬
聞
い
た
よ
う
に青木ヶ原の樹海の中の道（画・筆者）

思
っ
た
か
ら
だ
。
夜
鷹
か
な
。
し
か
し
、
ま
だ
夜
で
て
い
る
と
、
地
元
の
人
の
話
が
聞
け
た
。

は
な
い
。
し
か
し
、
蛙
の
よ
う
な
声
だ
っ
た
か
ら
、
「
五
湖
で
も
、
山
中
、
河
口
、
精
進
湖
は
冬
に
な
る

夜
鷹
か
も
し
れ
な
い
。
な
ど
と
思
う
と
、
ま
た
年
が
と
凍
る
が
、
西
湖
と
本
栖
湖
は
不
思
議
に
凍
ら
な
い

い
も
な
く
不
安
に
襲
わ
れ
た
。
で
す
』

冬
が
近
づ
く
と
、
こ
の
あ
た
り
は
ウ
サ
ギ
が
飛
び
そ
う
教
え
ら
れ
て
、
あ
ら
た
め
て
湖
面
の
高
さ
を

交
う
の
だ
。
キ
ツ
ネ
も
出
る
。
雪
が
降
れ
ば
足
跡
で
比
べ
て
み
る
と
、
山
中
湖
は
九
八
一
メ
ー
ト
ル
、
河

す
ぐ
わ
か
る
が
、
今
は
人
間
に
と
っ
て
正
体
が
わ
か
ロ
湖
八
三
一
メ
ー
ト
ル
、
西
湖
八
九
八
メ
ー
ト
ル
、

ら
ず
、
冬
眠
に
入
る
前
の
季
節
は
、
動
物
た
ち
の
声
精
進
湖
九
○
二
メ
ー
ト
ル
、
本
栖
湖
九
○
○
メ
ー
ト

も
ち
ょ
っ
と
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
ル
。
西
に
あ
る
三
湖
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
川

樹
海
中
の
四
辻
の
地
点
か
ら
精
進
湖
の
民
宿
村
は
の
な
い
富
士
山
で
は
ほ
か
の
山
と
違
っ
て
、
積
も
つ

近
か
っ
た
。
わ
ず
か
十
五
分
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
そ
の
た
雪
が
地
下
に
し
み
こ
み
、
人
間
に
は
見
え
な
い
が
、

間
考
え
た
こ
と
は
、
こ
の
地
下
の
世
界
だ
。
お
そ
ら
く
た
く
さ
ん
に
分
か
れ
た
地
底
湖
と
な
っ
て

熔
岩
は
ど
の
く
ら
い
の
厚
さ
で
覆
っ
て
い
る
の
か
。
冷
た
い
水
を
蓄
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

地
質
学
者
の
一
部
は
、
こ
の
富
士
北
麓
一
帯
に
は
広
樹
海
は
そ
の
底
に
想
像
以
上
の
栄
養
源
を
持
っ
て

大
な
地
底
湖
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
否
定
で
き
な
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
樹
木
に
は
根
か
ら
の
揚
水

い
こ
と
だ
。
私
は
あ
ら
た
め
て
地
図
を
広
げ
て
、
今
力
が
あ
る
。
地
上
し
か
見
ら
れ
な
い
人
間
の
目
に
は

歩
い
て
い
る
地
点
の
高
さ
を
知
っ
た
。
約
一
、
○
○
○
一
見
水
の
乏
し
い
熔
岩
地
帯
だ
が
、
樹
木
た
ち
は
岩

メ
ー
ト
ル
。
こ
の
一
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
部
と
協
力
し
て
秘
密
の
吸
水
作
業
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

分
ま
で
水
を
た
た
え
て
み
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
。
五
樹
海
の
樹
を
見
る
と
、
マ
ツ
や
ヒ
ノ
キ
は
ま
つ
す

っ
の
湖
は
す
べ
て
水
没
し
、
湖
面
は
東
西
に
広
が
り
、
ぐ
育
っ
て
い
る
が
、
妙
に
ひ
ね
く
れ
て
曲
が
っ
た
樹

東
端
の
山
中
湖
か
ら
西
端
の
本
栖
湖
ま
で
一
つ
に
っ
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
十
六
種
の
針
葉
樹
と
、
三
十
一

な
が
り
、
そ
の
長
さ
は
約
四
十
キ
ロ
に
な
る
。
種
の
落
葉
樹
が
あ
る
こ
と
が
調
査
で
わ
か
っ
て
い
る
。

海
抜
一
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
湖
と
化
こ
の
調
査
を
し
た
人
に
私
は
敬
意
を
表
す
る
。
な
ぜ

し
た
ら
、
バ
ス
道
路
も
水
没
す
る
。
私
は
大
地
に
耳
な
ら
、
原
生
林
を
残
す
中
央
部
一
帯
は
、
玄
武
岩
質

を
つ
け
て
み
た
。
熔
岩
の
下
で
音
が
し
な
い
か
と
思
な
の
で
、
鉄
分
が
あ
る
せ
い
か
磁
石
が
狂
い
、
足
も

っ
た
の
だ
。
と
ば
か
り
見
て
い
る
と
方
角
を
見
失
い
、
出
る
に
出

精
進
湖
の
湖
畔
に
た
ど
り
着
い
て
、
ひ
と
休
み
し
ら
れ
ず
生
命
を
失
い
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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た
ら
、
人
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
、
な
ど
と
考
え
る
。

森
へ
の
旅
幸
い
、
四
十
分
ほ
ど
で
バ
ス
道
路
に
出
た
．
西
へ

向
か
え
ば
精
進
湖
だ
。
ほ
っ
と
ひ
と
安
心
し
た
が
、

考
え
て
み
る
と
、
ど
ん
な
樹
が
生
え
て
い
た
の
か
、

〃
富
士
山
麓
の
樹
海
を
歩
く

い
つ
も
の
よ
う
な
観
察
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ

く
。
や
は
り
、
年
が
い
も
な
く
、
不
安
に
か
ら
れ
て

岡
田
喜
秋
い
て
、
樹
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
の
だ
．
「
樹
を

正
月
だ
か
ら
富
士
山
の
こ
と
を
語
ろ
う
、
と
い
う
れ
ば
、
東
海
道
自
然
歩
道
に
な
っ
て
い
る
所
を
歩
く
見
て
森
を
見
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
が
、
き

の
は
一
見
月
並
み
な
発
想
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
こ
と
で
す
」

よ
う
の
私
は
、
森
に
と
ら
わ
れ
て
樹
を
見
て
い
な
か

い
が
、
今
か
ら
語
る
の
は
、
富
士
山
麓
に
潜
む
異
色
と
、
昨
夜
私
の
泊
ま
っ
た
民
宿
の
人
は
忠
告
し
て
っ
た
、
と
ひ
と
り
笑
っ
て
み
た
。

の
〃
森
″
で
あ
る
。
青
木
ヶ
原
と
い
う
樹
海
で
あ
る
。
く
れ
た
。
西
湖
と
富
岳
風
穴
を
結
ぶ
道
を
歩
い
て
、
あ
ら
た
め
て
、
樹
種
を
見
る
た
め
に
バ
ス
道
路
に

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
森
と
呼
ば
ず
、
周
囲
十
六
パ
ス
道
路
に
出
た
。
こ
の
間
は
東
海
道
自
然
歩
道
で
沿
う
東
海
道
自
然
歩
道
を
歩
き
は
じ
め
た
。
今
度
は

キ
ロ
も
あ
る
こ
の
富
士
北
麓
の
自
然
林
の
広
が
り
を
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
ち
ょ
っ
と
不
安
を
感
じ
た
が
、
気
持
が
落
ち
着
い
た
。
不
安
が
な
い
。
し
か
し
、
一
時
間

樹
海
と
呼
び
だ
し
た
の
は
う
な
ず
け
る
。
大
海
に
泳
冬
に
近
い
季
節
な
ら
ば
幸
い
広
葉
樹
の
葉
は
か
な
り
ほ
ど
歩
く
と
、
道
は
完
全
に
樹
海
の
中
に
入
っ
た
。

ぎ
出
し
た
ち
っ
ぽ
け
な
人
間
が
お
ぼ
れ
死
ぬ
こ
と
が
落
ち
て
い
て
、
青
い
空
も
仰
げ
た
。
し
か
し
、
ひ
と
富
士
山
の
登
山
道
の
一
つ
、
精
進
湖
か
ら
つ
け
ら

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
樹
海
に
入
る
と
、
人
間
は
方
角
口
に
い
っ
て
、
道
の
左
右
は
か
な
り
凹
凸
が
目
立
つ
。
れ
た
山
道
に
出
た
が
、
富
士
山
の
ほ
う
へ
向
か
う
そ

が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
出
る
に
出
ら
れ
な
く
な
る
の
そ
れ
は
こ
の
一
帯
の
土
地
が
富
士
山
の
噴
き
出
し
た
の
途
中
に
、
磁
石
も
狂
う
と
い
う
地
域
が
あ
る
。

で
あ
る
。
そ
こ
を
自
殺
の
絶
好
地
と
目
し
て
死
に
場
熔
岩
で
で
き
て
い
る
か
ら
で
、
ま
だ
土
壌
化
す
る
に
「
精
進
風
穴
の
付
近
に
は
磁
力
を
帯
び
た
熔
岩
が

所
に
選
ぶ
人
も
い
て
、
一
部
の
人
に
は
好
奇
の
目
を
は
歳
月
を
要
す
る
地
質
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
あ
る
の
で
、
磁
石
が
効
き
ま
せ
ん
よ
」

も
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
深
く
え
ぐ
れ
た
部
分
も
目
立
つ
。
と
い
う
あ
た
り
は
こ
の
上
だ
。
日
洞
、
月
洞
と
い

先
年
そ
し
て
最
近
、
私
は
こ
の
青
木
ヶ
原
の
一
部
「
自
殺
す
る
人
は
す
っ
裸
で
死
ん
で
い
る
こ
と
が
う
洞
穴
が
あ
る
。
洞
穴
と
は
、
す
べ
て
熔
岩
が
凝
固

を
歩
い
て
み
た
。
そ
の
出
発
点
は
富
士
五
湖
の
一
つ
多
い
ん
で
す
よ
」

し
て
盛
り
上
が
り
、
そ
の
内
部
が
空
洞
化
し
て
穴
の

み
言
い
こ

西
湖
の
南
で
あ
る
。
氷
穴
と
風
穴
が
あ
る
。
こ
の
西
、
と
言
っ
て
い
た
が
、
青
い
苔
の
表
面
が
か
き
む
し
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
だ
。

し
ょ
う
じ
こ
も
と
す
こ

精
進
湖
と
本
栖
湖
へ
向
か
う
道
の
南
側
一
帯
が
青
木
ら
れ
て
い
た
り
す
る
の
は
、
死
ぬ
と
き
苦
し
ん
だ
証
昔
は
修
験
道
に
励
む
行
者
た
ち
が
そ
こ
を
利
用
し
て

ヶ
原
で
あ
る
。
拠
だ
と
い
う
。
そ
ん
な
話
を
思
い
出
し
な
が
ら
歩
く
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
現
代
人
に
は
逆
に
恐
怖
を
誘
う

や
た
ら
に
踏
み
込
む
と
出
ら
れ
な
く
な
る
。
と
、
頭
上
で
鳴
く
鳥
の
声
に
も
不
気
味
さ
を
感
じ
て
、
地
底
へ
の
入
口
の
よ
う
に
思
え
る
。

「
磁
石
も
狂
っ
て
使
え
ま
せ
ん
よ
・
死
に
た
く
な
け
－
人
旅
に
は
慣
れ
て
い
る
私
も
、
こ
こ
で
偶
然
倒
れ
精
進
湖
へ
通
じ
る
分
岐
点
の
所
で
休
ん
だ
。
そ
し
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る。

羊についてはこれくらいにする

が，市場経済下で人々は，商品の

需給や市況の変動の八卦の狂いに

泣きそして笑ってきた。今年の木

材市況はいかがあいなるや。当た

るも八卦，岡目八目，屠蘇気分で

少しばかりまじめに考えてみるこ

とにした。

平成2年度の住宅着工量は170

万戸にとどくだろうとの推測もあ

ってか木材の荷動きは依然活発ら

しいが，市況のほうは，いまいち

冴えず，国産スギ並材は低迷を脱

する気配が見えない。わが国の木

材市況動向は米材のそれに左右さ

れ，特に国産スギはもろに影響を

受けることから，今後の米材を中

心とした木材を巡る情勢を占って

みると，くもりのち雨の卦が出そ

うである。

すなわち，昨年から続く日米貿

易交渉やウルグアイラウンドで関

税引下げは避けられず，割安米材

攻勢にいっそうの拍車がかかるこ

農林冨壽

年の始めの当たるも当たらぬも八圭ト

明けましておめでとうございま

す。今年は「羊」とか。元旦に配

達される年賀状も新聞もその折り

込みもみんな羊。テレビでは本物

の羊がご挨拶してくれ，家の中を

羊が占拠。そのためか，いつもは

自分が主人公顔しているわが家の

駄犬どのが，部屋の隅で小さくな

っているのがご愛嬬。朝から屠蘇

気分では散歩に連れ出す気にもな

れず，サボルことにし，大晦日の

残肴を友に熱燗をのどに流し込む

と天下泰平，太平楽である。

三省堂の『大辞林』によると｢羊」

は，「偶蹄目ウシ科の哺乳類｡ヤギ

に似るが角は渦巻形。細く柔らか

い縮れた毛が全身に密生する。性

質は温和で常に群れをつくる。草

食性。毛・毛皮・肉・乳を利用す

るため，古くから世界各地で飼わ

れる」とある。

ともあれ，羊はその持って生ま

れた性質や特徴から，人間の衣食

住にとことん利用される運命をは

るか昔から背負っている動物であ

る。昨年の新聞で，オーストラリ

アが2000万頭を処分すると報道

していた。理由は，日本等先進諸

国の化学繊維指向と，ソ連，中国

の経済事情が悪化して羊毛の輸出

が大幅にダウンしたことから，生

産調整を余儀なくされたためだと

いう。市況回復の見通しが立たな

いこともあって，これからも生産

調整が続くらしく，羊年を迎えた

羊たちの南無三との悲鳴が聞こえ

|統議$二みる日本の林業’ 林家の動き
林家数の動きを1990年世界農

林業センサスで見ると，平成2年

の全国の林家数は250万9000戸

で，55年からの10年間で約1％

に当たる2万2000戸が減少して

いる。

林家の性格別に見ると，農家林

家は159万5000戸で18%に当た

る34万5000戸が減少したのに対

し，勤労所得者等の非農家林家は

91万30()0戸で54%の32万2000

戸が増加している。この結果，農

家林家の割合は64％と減少し,そ

の割合は低下傾向を続けている。

また係官山林規桜明りに見ると，

0.1～1haの零細な階層と50ha

以上の所有規模の大きい階層が増

加したのに対し，1～30haでは各

階層とも減少している。これを構

林家数の推移 (単位：戸）

保育山林規模別 性格別

合計 0.1～
1ha
1～ 5～

10
10～
50
50
以上
農
林
家
家
非農家
林家
農家林
家の率5

昭35
45
55
平2

2,705
2,566

2,531
2,509

刀
釧
灼
駆

５
４
４
４

１
１
１
１

876
853
823
777

148

162
157
151

100

119
121
117

ｎ
ｕ
Ｕ
〔
川
Ｕ
ハ
川
Ｕ
心
卯
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

2,545
2,277
1,981
1,595

０
７
０
３

６
８
５
１

１
２
５
９

94.1
888
783
636

保有山林規模別林家数の構成比と面積シェア(1990年）

51050ha

11以
1050メ

上
0．1～lha l～5

(57.9）林家数

今今

’ 瀧篝
保有山林
面穣 '4.4） (30.5）

0102030405060708090100(%)

資料：農林水産省「1990年世界農林業センサス』
ーー一 一－一P画宇一茸宅一
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森づくり言の
L

今

■

■■

車

ロ■

び,レクリエーションの場｣,こ胃
■■

んな機能を持つ「緑の土地」を二
■■

つくろうとしたのである。§

防災林は，クロマツを主体と冒
日■

する針葉樹林帯と，ポプラを主；
体とする広葉樹林帯の混交する＃
森林とした(基準本数は,ha当；

、p

たりクロマツ10,000～6,000本，閑
■ロ

その他針葉樹5,000本，ポプラ＃
715～500本，その他広葉樹M

■■

6,000本)｡針葉樹を30%,広葉関
”

樹を70%の割合とする緑地造常
成であった。撞哉にあたっては,昌

軍

次の配慮がなされた。(1)停滞地呂
毎

下水を除去し，酸性土壌は中和§
し，塩分を除去する，(2)植栽す目

■0

る樹木は防災効果力古高く，経済言
■B

性のある，土地に適した樹種と目

する，(3)植栽方法は飛砂,寒風冒
軍

害に耐える千鳥植，方形植とす呂
8■

る 。旨
現存約470ha(うちクロマツ目

■■

135,ポプラ281,ハンノキ40)3
の緑の地がここに造成されてい目
る｡｢自由に自然に溶け込める緑§

師

の場」が,大潟村の人々 の中に§
定着することを願う。目

（筒井迪夫）冒
加

とは間違いあるまい。また，昨

年の再三にわたる公定歩合の引

上げは，住宅金融公庫や住宅ロ

ーンの金利アップとなってユー

ザーを圧迫し，住宅建築に水を

差すことは必定。さらには中東

紛争で経済全体にかげりが出て

きたこともあって，住宅建築に

待ちの姿勢も出る。これらをつ

なぎ合わせると，晴れが続くと

の卦は当たらぬ八卦となる。

年の始めである。威勢のいい

稿をと考えたが，どうも逆にな

って己が滅入る結果になってし

まった。だが，世の中には逆転

本塁打というのもある。世界中

で自然保護の火が燃え盛り，資

源ナショナリズムが頭をもたげ

ると木材はきわめて貴重な資源

に様変わりし，材価は一挙にン

倍に。これ林家のみんなが，金

を積んでも出したい卦ではある。

… 蝿
I鯛1

h脚

池

箇
ロ山

陽
幽

笛

目

湖冒林政拾遣抄
冒
呂

畠過日，秋田県能代海岸林を訪

冒れたとき，車中から見る大潟村
車

冒の集落や農地が生き生きした新
昌緑に包まれているのを見て，こ
胃れはいわば｢水の上に造られた
準

閻緑」であると感心した。案内し
贈ていただいた県緑地保全課の加
幽

Ⅲ賀谷さんにうかがうと,｢森林法
Ⅱ伽

＃第5条森林」であるという。つ
I|まり，地域森林計画の対象にな
ⅡⅢ

Wlっているのである。少し時間の
ⅡIU

M余裕もあるので,大潟村に寄っ
＃ていただいた。
ロ■

馬大潟村は八郎潟を干拓して生
■園

胃まれた湖上の村であるが，その
昌村づくりにあたっては,｢快適性

昌と美観」の確保に力を注いだと
蝉

冒いう。「早期に，確実に，面的，
§立体的に緑化し，生活環境と土
寧

呂地及び景観の保全を図る」これ
■Ⅱ

§が新しい村づくりの｢緑地計画」
§の方針であった。集落内には生
＃活環境を保全する目的の集落防
Hm

M災林と公園緑地を，集落外の幹
＃線道路沿いには風雪害から交通

IIIを守る防災林を造成し,｢バラン
瓢l

＃スのとれた農村景観」と「自由
：に自然に溶け込める，憩い,遊

湖上の森づく

･塁守一J亭呵『ー~

成比で見ると，0.1～1haの階層

が58％，1～5haが31%と5ha

未満の層で全体の9割を占めてお

り,10ha以上の層はわずか5%に

すぎない。

一方，保有山林規模別の林家が

保有する山林面積の構成比は，

0.1～1haの階層は8%を所有し

ているにすぎないが,50ha以上の

階層は23％を占め,そのシェアー

を高めている。

今後，こうした林家の活性化を

図っていくためには，小規模な林

家については，農業との複合，森

林組合等を通じた組織化等，地域

全体の中て振興を図っていくこと

が必要である。また大規模層の林

家においては，長期的な計画と低

コストで効率的な林業経営を推進

していくことが重要である。

聖霊薑霊霊貫皿叩皿叩叩叩朋皿MppU叩叩ロ加叩叩ロロ”ロ幽卵哩醒邸墾窪震冒冒躯菖ヨ曾諏宮
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品格がある門口

能登の柳田村にあった旧庄屋家

が，現在は，前にも紹介した金沢

市湯涌町の江戸村（主に江戸時代

の民家などの建物を移築公開）で

保存されている。この家屋は，棟

の高い草葺き入母屋の平屋で，一

見農家風であるが，大屋根の傾斜

冨剛語閉

ウ宝ストピー 著J.

崎実能訳〃■B，

森と人間の歴史

発行

築地書館

〒104束京都中央区築地

2-10-12

平成2年12月20日発行

（公03-3542-3731）

A5判,275頁

定価2.987円

林業技術No.5861991.1

は，安定感があり，堂々とした外

観である。ひらぃ
出入口は平入りで，家の間口が

20mぐらい,奥行は10mぐらいの

大きな家屋である。内部を見るこ

とはでき鞍かつたが,家の表は,右

側の8mぐらいが廊下らしく，雨

戸て締め切ってあり，左側は5m

ぐらい続く壁で，下から2.5mぐ

'一 810』IOtR
偉一釦

グローバルな森林消失が世界の

関心を集めている。森林はなぜ壊

れていくのか。森林を守るにはど

うしたらよいか。この二つのこと

が今日ほど切実に問われている時

代はほかになかったであろう。今

回訳出されたウェストピーの著作

は，世界の森林と人間との歴史的

なかかわりを踏まえてこの問いに

答えようとしたものである。そし

て，ジャック・ウェストビーは望

み得る最適任者であったと思う。

長年の国連機関での勤務を通して

各国の事情に詳しく，かつ世界の

森林・林業問題を歴史的な文脈で

とらえるだけの確かな史観を持っ

ていたからである。それに彼ほど

開発途上地域の貧しい人々に対し

て温かい心情を抱き続けた人物も

珍しい。世界の「良心」と呼ぶに

値する。彼自身は，何年も前から

難病に侵されてほとんど体の自由

がきかなくなっていたようだが，

らい上まで板を張り，その上の50

cmぐらいは土色の塗り壁である。

この雨戸と板壁の間の幅4mぐ

らいが，奥へlmぐらい引き込み，

そこに表出入口が設けてある。こ

のように，表から奥に引き込んだ

凹形の出入口は，古い農家や町屋

によく見受ける構造であるが，こ

の家では，潜り戸付きの板張りの

大戸と,その右横の,約1m幅の板

の開き戸との2つの出入口がある。

大戸のほうの屋内は，おそらく

案内書にある腿作業用の土間にな

っていると推察されるが，開き戸

のほうは，前に踏み台が置いてあ

り，下足を脱いで上がり座敷へ通

るということで，特別の用向きの

人のために設けたのではなかろう

か。

さらに，この家の出入口の特徴

的構造は，雨戸の並びに続くよう

建築設計家滝沢隆

（禁無断使用）

それでも口述でなんとか書き継ぎ，

本書のメッセージを残して世を去

った。

全体の構成からいうと，樹木と

森林についての基礎的なことがら

をまとめた第1部，イギリスを中

心としたヨーロッパとヨーロッパ

列強が支配した植民地を対象に，

森林と民衆との歴史的なかかわり

を提示した第2部，オーストラリ

ア，ブラジル，キューバ，インド，

ネパール，中国，インドネシア，

フィリピンの8カ国を「切口」に

して森林の歴史と今日の森林問題

のありようを概観した第3部，湿

潤熱帯林の破壊，乾燥地帯の植生

の劣化，酸性雨による温帯の森林

衰退など，今日の森林問題を主題

に即して詳細に論じた第4部，社

会林業，アグロフォレストリー，

住民参加，森林政策，開発援助の

あり方など，問題解決の糸口を探

索した第5部から成る。



に幅30cmぐらい，厚さ15cm

ぐらいの板壁が，前述の板壁と

相対して造られ，両板壁の間の

上部には太い横木が渡されてい

て，横木と庇裏の間は塗り壁に

なっている。ちょうど，板壁と

塗り壁で門を造っているように

なっていることである。門口と

いう名称にふさわしい構造で，

庄屋家らしい品格がある出入口

である。

かかる出入口の構造は，防雪

という実用からと，役目柄の格

調を求めたのではないかと推測

するが，これと同じ様式を奈良

県大宇陀町でも見かけた。それ

は，表の出格子の間に冠木門そ

のものを設け，その奥に格子造

りの出入口があり，やはり出入

口の格調を求めたものであろう。

そして，洋風建築の玄関先のポ

ーチと機能的にも視覚面でも同

質であり，今も応用できる祖先

の知恵である。

本書の原題は『世界林業入門一

一民衆とその樹木』(BasilBlack.

well,1989)となっていて，一般の

人たちにも読みやすい文章になっ

ている。しかし，けっして平仮な

入門書には終わっていない。むし

ろ，鋭い問題提起の書というべき

であろう。いつの時代でも森林破

壊の基本的な原因は，森林利用を

巡る社会的な関係にあり，農村の

貧しい人たちが森林の保護と造成

に向けて本気で取り組むような状

況にならなければ問題の解決はな

い，というのが彼の立場である。

少なくも，先進国の資金援助で造

林すれば解決がつくといった単純

な問題ではない。熱帯林の保全と

持続的利用を図るうえでわれわれ

は何をなすべきか。本書からいく

つかの有益な示唆を読み取ること

ができるであろう。一読をおすす

めしたい。

（国際協力事業団・渡辺桂）
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IWr三筐壹〃

コンセンサスの醸成

このところ一年の経過が毎年
加速されるように感じるが，ど
うしてであろうか。

先日読んだ単行本(『エコエテ
イカー生圏倫理学入門｣今道
友信著）に「技術的抽象」とい
うおもしろい言葉があった｡｢技
術のしていることは，経過，プ
ロセスをできるかぎり短縮し，
可能ならば，その経過を捨てて，
結果だけを抽象するというこ
と」であり，ロープウェイによ
る登山や缶詰・冷凍食品による
食事はその例であり，命がけの
アルピニストも，ロープウェイ

で登った観光客も同じようにみ
ごとな眺望を楽しめ，手間暇か
けて調理しても，電子レンジで
3分間加熱してもほとんど同じ
く生活していける点において技
術の果たすところは大きい。そ
して，「この便利さは,個人の生
活行為の大規模な社会化によっ
ており，･･･人間的行為のいっさ
いの経過の経済効率による企業
化が進み"･｣，しかしながら｢技
術連関は人間の環境としてどう
かというと，省力が実現され仕
事の経過としての時間が短縮さ

れ，忍耐のような徳が失われて
いくような場所，別の言葉でい
えば，意識の本領であるものを
できるだけ消していくような次
元である」と。
確かに，都市的ライフスタイ
ルが全国に広く行き渡るにつれ，
便利さと快適さを追い求めるの
が当然であり,何事にも効率性
が優先されるようになっている
が,それゆえに時間が希薄化さ
れているといえるかもしれない。
ところで，こうした社会状況
を前提において，私どものかか
わる森林・林業を考えると，一
般国民の理解を得る努力が今後
ますます重要なものとなってい

く。
特に，林業の宿命である超長
期性は，都市住民の日常感覚か
らはまったくかけ離れたもので
あり，その保育管理といったプ

ロセスは捨象されて目に映るこ

ととなり，森林はともすればア
メニテイとしての観点から見ら
れることになりがちである。森
林の公益的機能についての理解
も，残念ながら，昨夏の東京の
深刻な水不足に直面して初めて
気がつく者が多いのが実態では
ないだろうか。

このところ，林業労働力の問
題が大きくクローズアップされ
ている｡国土の40％を占める過
疎地帯にわずか10%の人口し
か住まない過疎化，高齢化の深
刻な実態に加え，日本経済の高
度化による構造的な人手不足が
生じているからである。被雇用
者側の売手市場となり，若者か
ら忌避される職種を言い表わす
のに3K1Yという流行語がで

きたが，林業はその最たるもの
であるといえる。

林業労働力の確保対策には，
高性能機械の導入，高収入の確
保，福祉対策等が挙げられるが，
どの問題をとってもその解決は
たいへん難しい。第2次，第3
次産業においては可能なFA化，
OA化も，林業分野においては，
そのハードルがあまりにも高す
ぎる。また，労働条件・処遇の
改善にしても，それだけの扶養
能力が期待できようか。
こうした状況を打開するには，

何よりもまず森林・林業の重要
性に対する国民のコンセンサス
を得ることが基本であることは
いうまでもない。教科書の林業
についての記載の復活，みどり
の日の制定，緑と水の森林基金
の活動等の着実な歩みをさらに
発展させていくことが必要であ
る。

21世紀に向けての社会資本
の麹篇が唱われているが，緑豊
かな国土という真の国富を築く
のは今しかない。たとえ経済戦
争に破れようとも豊かな山河は
ぜひとも残したいものだ。

(F.I)

(この欄は編集委員が担当しています）
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り，以下の研修員を受け入れた。
コース：リモートセンシング
期間：12月17～18日
研修員：インドネシア国熱帯降
雨林研究所長Dr.I1･.
SoeyitlloSoedirman

◎林業技士養成スクーリング研修
12月10～14日まで，本会会議
室において，森林評価部門のスク
ーリング研修を，立正大学福岡克
也経済学部長ほか6名の講師によ
り実施した。

◎番町クラブ12月例会
12月21日,本会会議室にて,映
画「東京の森林一多摩川源流をた
ずねて｣｢ヒューマンロード－これ
からの環状道路」の上映を行い，
懇談した。

◎調査部・技術開発部関係業務
1.12月11日，土石採取等許可基
準調査現地検討会を千葉県袖ヶ
浦町にて開催した。
2.12月14日，松くい虫特別防除
の薬剤飛散・影響調査第2回調
査検討委員会を主婦会館にて開
催した。

◎調査研究部関係業務
1.12月6日，甲信地域総合整備計
画調査第1回委員会を山梨県早
川町にて開催した。
2.12月11日，保護林等設定基本
調査第2回委員会を本会にて開
催した。
3.12月14日，機能分級に対応し
た森林整備のあり方に関する調
査第1回委員会を本会にて開催

した。

◎熱帯林管理情報センター関係業
務
12月26日，熱帯林管理情報シ
ステム整備事業第3回調査等委員
会を本会にて開催した。
◎人事異動
採用国際事業部長安養寺紀幸

12月10日付
退職調査第二部長滝口政美

12月31日付
命調査第二部長田中敬造

1月1日付

’

◎第2回常務理事会
平成2年度第2回常務理事会を
次のとおり開催した。
日時：平成2年12月19日
場所：本会5階会議室
議案：平成2年度の会務運営
◎講師派遣
1依頼先；林業講習所
コース：養成研修専攻科
内容：森林航測
期間：12月4～18日(うち5

日間）
講師：技術開発部長渡辺宏
◎海外派遣
112月3～22日まで,熱帯林管理
現地調査のため，畠村技術開発
部課長，林職員，小池主任研究
員をタイ国へ派遣した。
2.12月13～28日まで，同上調査
のため，伏見理事，遠宮航測部
技師，山本・小林職員および中
島主任研究員をインドネシア国
へ派遣した。
3.12月17日～本年1月30日ま
で，森林資源管理計画調査のた
め，渡辺航測部課長代理，田口，
アテフ主任研究員，吉村主任調
査員，宮部職員および氏家参事
をチリ共和国へ派遣した。
◎海外研修員の受入れ
国際協力事業団からの依頼によ
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	新年のごあいさつ
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	森林と環境変動

	地球温暖化と熱帯林-なぜ熱帯林が問題となるか
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